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(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

市
指
定
文
化
財

宝
筐
印
塔
鯰
五
件
を
指
定

▼

相

輪

棺

（
所
在
地
II淡
字
牧
山
七
番
地

所
有
者
1
1
苓
羊
的
神
社
・函
司
桜
谷
守
雄
氏
）

も
と
も
と
牧
山
に
あ
っ
た
笠
洛
山
長
禅
寺

の
塔
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
排
仏
毀
釈
の
風

潮
の
中
で
廃
寺
に
な
っ
た
た
め
神
社
の
付
屈

物
と
し
て
残
っ
た
。
衣
科
の
少
な
い
長
禅
寺

の
様
子
を
知
る
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
あ
り
‘
ま
た
‘
こ
の
塔
の
作
造
技
術
は

す
ば
ら
し
く
、
石
造
相
恰
控
（
塔
）
と
し
て

は
県
下
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

（
高
さ
五
•
四
七
メ
ー
ト
ル
)

石
巻
市
教
行
委
且
会
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

十
二
月
一
日
付
け
で
、
あ
ら
た
に
有
形
文
化
財

五
件
の
文
化
財
を
指
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
石
巻
市
指
定
文
化
財
は
総
数
十
六
件
と
な

り
ま
し
た
。

新
し
く
指
定
し
た
文
化
財
に
つ
い
て
‘
慨
要

を
紺
介
し
ま
す
。

▼
宝
筐
印
塔

（所
在
地
II淡
字
牧
山
五
番
地

所
有
者
1
1
苓
羊
崎
神
社
・
宮
司
桜
谷
守
雄
氏
）

こ
の
塔
は
宝
筐
印
陀
羅
の
趣
旨
に
そ
っ
て

文
化
十
一
(
-
八

Isl)
年
に
作
塔
さ
れ
た
も
の

で
‘
伏
見
屋
吉
蔵
と
い
う
人
が
金
百
疋
を
寄

進
し
て
雄
珍
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
作
品
の
特
徴

と
し
て
閑
飾
り
が
外
側
に
そ
り
返
っ
て
お
り
‘

古
風
を
伝
え
る
宝
筐
印
塔
と
し
て
は
市
内
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。
（
店
さ
五
・
一七

"aり
さ

、V
5
75

m、

...宝筐印塔

▶
相
輪

▼
零
羊
崎
神
社
奉
納
絵
馬
「
白
馬
の

図
」

（所
在
地
II
淡
9

卜
牧
山
七
番

地

所

布

者
1
1
浜
＂
羊
崎
神
社
・

i
り
{
-

司
桜
谷
守
雄
氏
）

万
治
元
(
-
パ
五
八
）
年
に
小
（牡）

鹿
淡
の
内
海
小
ヤ
治
が
窃
進
し
た

も
の
で
、
両
側
か
ら
舎
人
が
白
馬

を
懸
命
に
お
さ
え
て
い
る
図
が
良

く
画
か
れ
て
お
り
‘
保
存
状
態
が

よ
く
古
い
形
式
を
よ
く
ふ
ま
え
た

も
の
で
、

di内
大
絵
馬
中
の
逸
品

で
あ
る
。
（
縦
一
・
六
二
メ
ー
ト
ル
•
横
一
・

九
一

％

縦
板
四
枚
合
せ
）

零羊崎神社奉納絵馬 r白馬の図」... 

▼
零
羊
崎
神
社
泰
納
絵
馬
「
黒
馬
の
図
」

（所

在
地
II液
午
牧
山
七
番
地
所
打
者
1
1
苓
羊

崎
神
社

・
宮
司
桜
谷
守
雄
氏
）

延
塞

一(-
六
七
四
）
年
の
作
品
で
、
千
れ
船

主
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
占
い

文
献
に
よ
る
と
絵
馬
に
黒
馬
を
画
く
の
は
‘

日
照
り
続
き
の
時
に
雨
乞
い
の
た
め
に
本
納

さ
れ
る
も
の
と
あ
る
。

こ
の
絵
馬
が
そ
れ
に

通
じ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
占
い

形
式
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
、

金
箔
地
に
彩
色
に
よ
り
よ
く
画
か
れ
て
お
り
‘

保
存
状
態
も
よ
く
市
内
大
絵
馬
中
の
逸
品
で

あ
る
。（
縦
ー

・五
一

M
横

一
・八
二
"

J

横
板

三
枚
合
せ
）



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (2) 

▼
長
禅
寺

「＿
扁
額
」

（
所
在
地

II液
午
牧
山
七

番

地

所

打

者
1
1
苓
羊
崎
神
社

・
宮
司
桜
谷

守
雄
氏
）

現
在
‘
苓
羊
崎
神
社
の
拝
殿
に
利
用
さ
れ

て
い
る
牧
山
観
行
の
別
当
で
あ
っ
た
艮
神
卜
寸

の
山
号
頷
で
、

K
り
家
は
支
那
悦
系
で
あ
る
。

悦
小
や
は
中
国
浙
江
省
杭
州
府
の
人
で
‘
れ
が

三
(

l

六
八
六
）年
に
渡
米
し
、

単

水

雙

一
七

0
七
）
年
京
都
の
煎
菜
宗
万
福
寺
の
第
八
代

を
服
い
だ
人
で
あ
る
。

こ
の
扁
額
は
‘
明
代

末
の
K
り
風
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、

ItE
追
史
の

上
で
も
しH
屯
な
も
の
で
あ
る
。

（
縦

一
・O
I
:
 
、
横
一
•
〇
六
メ
ー
ト
ル
）

▲
零
羊
崎
神
社
奉
納
絵
馬
「
黒
馬
の
図
」

今
回
指
定
し
た

Ji件
の
ほ
か
‘
現
在
市
内
に

は
国
指
定
文
化
財
二
件
‘
県
指
定
文
化
財
二

件
、
市
指
定
文
化
財
十

一
件
の
指
定
文
化
財
を

は
じ
め
‘
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
も
の
は
す
ぺ
て
先
人
が
逍
し
て
く
れ
た
大

切
な
追
廊
で
あ
り
．
い

ま
生
き
る
私
た
ち
の
予

で
大
切
に
し
て
後
世
に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。

指
定
文
化
財
案
内

鱈
い
R
□
J
I
H)

④
所
在
地

国
指
定
文
化
財

（
 

R
煎
要
文
化
財

「岩
版
」

①
毛
利
伸
氏

（住
吉
町

一
）

②

縄

文

③

昭

和

36
年

2
月

l
H

④
住
占
町

一

衝
史
跡

「
沼
沖
貝
塚
」

①
戊
附
秘
雄
氏
外
ト

一
名

（
沼
律
心
士
出
外
）
②
縄
文

i

弥

生

③

昭

和

47
年
10
月
21

日

④
沼
巾
字
出
外

県
指
定
文
化
財

圏
牡
鹿
法
印
神
楽

①
代
必
名
は
広
谷
守
雄
氏

（
液
字
牧
山
）

③

昭
和
46

年
3
月

2
H

衡
仁
斗
田
貝
塚
①
阿
部
久
氏

外
八
名

②
縄
文

R
昭
和

50
年
4
月
30
日

④
仁
斗
Ill

A

l

 

r
l
 

市
指
定
文
化
財

圏
多
福
院
板
碑
群

①
三
恰
宗
頴
氏
（
吉
野
町
一

）

②
中
世

．． 冊
R
平
塚
ツ
ナ
家
文
K
い

①

“

巻

lH
②
近
世

③
第

一
次
昭
和
51
年

6
月
L
日

第

二
次
昭

和
53
年
4
月

1
H

④
“
咎

rli教
ff委
H
会

衝
ぃ
益
神
社
件
納
絵
馬

「
奥
州
右
ノ
咎
図
」

①
桜
谷
陥
氏

（
材
黒
町

一
）
②
近
世

③
昭

和
53
年
8
月
1
日

④
羽
黒
町

一

R
i
U
石
咎
ハ

リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
党

①
“

巻
市

②
近
世

③
昭
和
55
年

12
月
2
0
H

④
中
瀬

圏
彫
刻

「
潮
上
11

」
①
石
咎

di
②
現
代

③
昭

和
t
3
年
1
2
J
l
2
0
U

④
石
沿
文
化
セ
ン
タ
ー

杞
イ
チ

ョ
ウ
（二
株
）
①
古
袢
r
f
.
-
J
i
ル
文
沢
r

氏

（翡
水
字
寺
前
）
③
昭
和
55
年

12
月
2
0
H

柁
イ
チ

ョ
ウ

①
朋
泉
院

・
泉
孝
夫
氏

（
水
沼

,
f
夭
似
）
③
昭
和
55
年

12
月
20
日

R
必
曲
椀

①
他
洞
院
・
坊
沢
敏
和
氏

（
大
瓜

棚
橋
）

②

中

llt

③
昭
和
56
年

5
月
1
8
H

鸞
懸
沈

R

彫

刻

屈

湖
IilH
」
①
石
咎
魚
糀
工
業

（松

並

―
)
②
現
代

③
昭
和
56
年

5
H
1
8
H

④
“
巻
文
化
セ
ン
タ
ー

石
巻
市
渡
波
獅
子
風
流
①
代
表
者
：
千
田

翌

（
渡
波
町
）
③
昭
和
56
年
12
月
1
9
E
l

衡
彫
刻

「
洲
夫
保
」

①
石
咎
市

②
現
代

③
昭
和

57
年
12
月
15
日

④
布
咎
文
化
セ
ン

タ
ー

③
昭
和
50
年

6
月
1
日

④
古
野



(3) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

昭
和

61
年
度
が
ヘ
ル

2
Mめ
ぐ
り

市
内
二
回
•
市
外
一
回
で
実
施

r
市
内
外
に
所
在
す
る

II
文
化
財
II

を
見
学
し
、
文
化
財
に
対
す
る
理
解
と

認
織
を
深
め
、
文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
と
保
護
行
政
の
推
進
を
…
L

を
目
的

に
開
催
し
て
い
る
「
文
化
財
め
ぐ
り
L

o

今
年
度
は
、
市
内
二
回
、
市
外
一
回

を
実
施
し
ま
し
だ
。佐

藤
雄

一
先
生

講
師
11文
化
財
保
護
委
貝

参
加
者
11
25名

コ
ー
ス
11
長
禅
寺

（苓
羊
崎
神
社
）
ー
梅
汲
寺

ー
宮
殿
寺
ー
薬
師
堂
ー
西
念
寺
ー
浄
述
寺

ー
長
谷
寺

I
真
法
寺

I
nu泉
院
ー
吉
祥
寺

—

龍
洞
院
ー
金
蔵
寺

10
月
19
日

石
巻
・
牡
鹿
三
十
三
札
所
の

文
化
財
を
訪
ね
て
①

講
師
11
文
化
財
保
護
委
且
石
虹
宏
先
生

・
築

館
町
文
化
財
保
護
委

U

金
野
正
先
生

参
加
者
11
50名

コ
—
ス
＝
杉
薬
師
（
双
林
寺
）
—
山
土
囲
逍
跡

ー
仙
台
滞
花
山
村
寒
湯
番
所
跡
ー
細^

u鉱

山
資
料
館
—
旧
有
壁
宿
本
陣

佐
藤
雄

一
先
生

諾
師
11文
化
財
保
渡
委
貝

参
加
者
11
25
名

コ
ー
ス
＝
慈
恩
院
ー
多
福
院
ー
広
済
寺
—
西
光

寺
ー
称
法
寺
ー
甜
仏
滋
ー
瑞
松
寺
跡
ー
普

11
月
9
日

石
巻
・
牡
鹿
三
十
三
札
所
の

文
化
財
を
訪
ね
て
②

10
月
26
日

栗
原
地
方
の

文
化
財
を
訪
ね
て

今
年
度
の
文
化
財
め
ぐ
り
に
は
延
百
人
の
方

々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
‘
参
加
し

て
の
感
想
や
要
望
な
ど
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

泉
町
•
佐
藤
さ
ん

身
近
か
な
所
に
あ
の
様
な
巫
且
重
な
文
化
財
が

存
在
し
て
た
北
に
ぴ
っ
く
り
致
し
ま
し
た
。
今

迄
何
の
気
も
な
く
見
過
し
て
米
た
物
が
こ
れ
か

ら
は
良
く
注
慈
し
て
見
学
‘
見
開
す
る
小
に
心

掛
け
る
基
祁
が
出
米
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
様
な
有
慈
義
な
心
に
残
る

企
画
を
行

っ
て
下
さ
い
ま
す
様
希
望
し
ま
す
。

”
参
加
者
ガ
ら
の
あ
た
よ
り
II

．
 

誓
寺
－
東
雲
寺
ー
禅
昌
寺
ー
永
厳
寺
ー
寿

福
寺

昭
和
61
年

4
月
か
ら

62
年

1
月
ま
で
の

文
化
係

（
文
化
財
関
係
の

み
）
の

お
も
な

動
き
を
掲
載
し
ま
し
た
。
潤
介
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た

Ji
々
に
厚
く
お
礼

ltl

し
卜
げ
ま
す
。

〈

4
月
〉

30n
鋳
銭
楊
関
係
衣
料

（
全

57
点
）

瀾
介

・
購
入

〈

5
月
〉

7
日

1
8
H

羽
開
山
逍
跡
測
地
調
介

15
日

文

化

財

担

当

者

会

議

II多
買
城

26
日

文

化

財

保

護

委

U
会

28
日

1
2
9
日

IlJぷ
史
跡
悠
備
市
町
村
協

祓
会

11占
川
市

〈

6
月
〉

2
日
真
野
林
近
付
近
逍
跡
確
認
瀾
代

I
O
H

五
松
山
洞
窟
逍
跡
調
介
報
竹
Itり

作
成
打
合
会

11
日

占

文

沖

調

代

12
日
ー

13
日

文

化

財

担

当

者

研

修
会

II多
買
城
市

25
日
五
松
l
l
J
洞
窟
追
跡
調
在
報
告
Itり

作
成
打
合
会

〈

7
月
〉

7
日

1
8
日
真
野
館
坂
山
瑣
跡
現
地

確
認
調
牡

9
日
真
野
館
坂
山
逍
跡
測
＂
虹
調
牡

IO
日
ー

13
日
兵
野
館
坂
山
逍
跡
一
部

発
掘
調

ft

16
日

1
17
日

文

化

財

担

当
名
研
修
会

11
大
和
町

文
化
財
関
係

H

誌

抄



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (4) 

〈
西
山
町
・
佐
藤
さ
ん〉

前
か
ら
西
国
三
十
三
札
所
め
ぐ
り
に
は
皿
ハ
味

を
持
ち
、
年
を
取
っ
た
ら
：
と
息

っ
て
い
た
所

当
地
に
も
三
十
三
札
所
が
あ
り
、
そ
の
文
化
財

を
訪
ね
て
の
文
化
財
め
ぐ
り
が
あ
る
こ
と
を
市

報
で
知
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石

咎
に
生
ま
れ
行
ち
な
が
ら
知
ら
な
か

っ
た
数
々

の
文
化
財
、
特
に
苓
羊
崎
神
社
の
絵
馬
や
相
輪

控
‘
平
形
薬
師
の
和
仰
頷
な
ど
、
先
生
の
丁
沢
・

な
説
明
で
大
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
い
た
だ
い
た
衣
料
を
参
考
に
自
分
の
足
で
廻

っ
て
み
ま
す
。

〈
住
吉
町

・
及
川
9Jん〉

（
略
）
な
つ
か
し

い
幼
い
日
を
思
い
出
す
淡
の

阿
弥
陀
坂
‘
何
時
も
不
息
談
に
Ill心
っ
て
い
た
地
蔵

虚

観

音

咋
太
盗
四
開
戟
を
仰
ぎ
、
参
加
の
意
義

を
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

石
咎
に
も
こ
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
逍
跡
‘
文
化
財
が
あ

っ
た
と

は
‘
始
め
て
知
IJ
‘
又
機
会
が
あ

っ
た
ら
必
非

と
息
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
略
）

朴
の
企
画
を
始
非
お
待
ち
申
し
た
い
気
分
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

十
三
仏

印

面

の

中

の

昔
も
今
も
変
ら
ぬ
供
没

た
だ
‘
ひ
た
す
ら
に
あ
り
が
た
や

今
日
は
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し

.
ro
 

f
 Â

さ
ん〉

寺

（
略
）
築
館
の
双
林
寺
の
頂
要
文
化
財
や
花

恩慈

山
御
番
所
の
止
日
の
日
常
生
活
な
ど
は
じ
め
い
ろ

▲

い
ろ
な
参
考
に
な
る
衣
科
で
し
た
。
中
で
も
‘

布
壁
本
陣
は
往
時
を
偲
ぷ
生
活
が
想
い
起
さ
れ

武
家
文
化
の
発
展
を
知
る
小
が
出
来
ま
し
た
。

講
師
先
生
の
ね
ん
ご
ろ
な
御
説
明
を
感
謝
し
ま

す
。
（
略
）

＾
束
中
具

：
中
村
さ
ん〉

（
略
）
有
競
本
陣
の
す
ば
ら
し
い
建
造
物
、

そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
講
師
先
生
の
お

.
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話
本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

こ

れ
か
ら
も
ど
し
ど
し
こ
の
よ
う
な
文
化
財
め
ぐ

り
を
企
画
し
て
く
だ
さ
い

。

〈
蛇
田

・
大
槻
“
ぐん〉

す
ば
ら
し
い
企
画
・
述
慾
で
し
た
。
初
め
て

の
参
加
で
し
た
が
、
今
後
も
必
非
参
加
し
た
い

と
思

い
ま
す
。
経
代
が
安
か

っ
た
の
で
大
分
巡

営
に
気
を
つ
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
に
も
り
沢
山
で
二
千
円
と
は
：
．．．．
 
と
巧

え
ま
し
た
。
時
期
的
に
も
紅
染
の
午
節
で
し
た

の
で
娯
観
も
す
ば
ら
し
く
‘
講
師
の
先
生
方
も

わ
か
り
や
す
く
祝
明
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
略
）

さ
〉ん

〈

B間
く
と
見
る
と
は
大
途
い
。
ぴ
っ
く
り
の
述

続
で
し
た
。
自
分
が
翌
か
に
な

っ
た
こ
と
に
‘

心
か
ら
渦
足
が
で
き
ま
し
た
。
11
心
非
こ
の
次
に

も
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
お

Nii
い
し
ま
す
。

〈
C
さん
〉

①
大
変
よ
い
企
画
で
し
た
。
係
の
方
に
感
湖
い

た
し
ま
す
。

②
出
米
れ
ば
仕
紅
代
を
含
め
た
参
加
料
に
し
て

▲平形薬師堂「算額」

22
日
1
2
3
日
・

28
日
1
3
1
U

宅

”
沼
津
貝
塚
＂

30
U

平
塚
ツ
ナ
家
文
t
ll
測
介

〈

8
月
〉

5
日

文

化

財

保

渡

委

U
会

10
日
市
指
定
文
化
財
市
外
移
出

(29

日
ま
で

）

18
日
1
2
1
U
J
i
松
山
洞
窟
紺
跡
調

ft

報
併
れ
LI

作
成
打
＾
11

せ
II束
京

〈

9
月
〉

1
日
平
塚
ツ
ナ
家
文
It"
寄
付
採
納

4
日
重
要
文
化
財

「岩
版
」
調
代

10
日

文

化

財

採

護

委

H
会

12
日
五
松
山
洞
窟
逍
跡
調
代
報
告
Itり

作
成
打
合
会

〈

10
月
〉

2
日
梨
木
畑
及
ぴ
鹿
よ
具
塚
調
布

i

7
日
・

15
日
市
指
定
文
化
財
候
補
物

件
調
牡

1
7
H

文
化
財
担
当
者
研
修
講
座
II南

方
町

19
日
文
化
財
め
ぐ
り
実
施

（
市
内
）

2
6
H

文
化
財
め
ぐ
り
尖
施

(rli外
）

2811

梨
木
畑
及
ぴ
鹿
女
貝
塚
現
地
協

議

〈

11
月
〉

9
日
文
化
財
め
ぐ
リ
実
施

（市
内
）

1
8
H

文
化
財
瀾
在

（多
輻
院
は
か

）

1
9
H

文
化
財
バ
ト
ロ
ー
ル

（
駐
敷
浜

貝
塚
ほ
か
）

25
日
文
化
財
保
護
委
貝
会

2
8
E
l
1
2
9
U

館
跡
測
凪
瀾
介

（
骰
の

巣
館
ほ
か

）

29
日

文

化

財

調

介

（
が
刈
山
）

．
rli

指
定
文
化
財
告
示

（
宝
筐
印
搭
ほ

市
政
教
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い
た
だ
き
参
加
者
全
且
で
食
ぺ
ら
れ
た
方
が

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
紅
物

（
例
え
ば
山
菜
料
理
）
な
ど
を
。

③
講
師
の
説
明
‘
わ
か
り
易
く
大
変
良
か
っ
た

と
息
い
ま
す
。
何
ん
と
な
く
通
り
過
ぎ
て
い

た
地
に
も
い
ろ
い
ろ
由
米
が
あ

っ
た
の
で
す

ね
。
来
年
も
必
非
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
息
い
ま
す
。

＾
渡
波
町

・
伊
勢
さ
ん〉

（
略
）

何
囮
と
な
く
足
を
迎
ん
で
も
見
ら
れ

な
か

っ
た
孜
匝
な
石
碑
‘
六
十
年
節
に
開
か
れ

る
仏
像
、
吉
野
先
帝
の
供
投
碑
な
ど
、
奥
に
ま

で
入
れ
て
い
た
だ
き
手
に
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ

け
た

こ
と
は
こ
の
上
な
い
経
験
で
し
た
。
本
物

の
文
化
財
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
感
激

だ
っ
た
と
何
回
も
枇
り
返
し
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
板
碑
と
い
う
言
狡
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た

私
た
ち
に
く
わ
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
‘
そ
の

一
枚
の
石
に
い
ろ
い
ろ
の
内
容
の
あ
る
小
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
略
）

渡
波
地
方
は
‘
中
央
か
ら
程
泣
い
‘
文
化
の

遅
れ
た
淋
し
い

地
方
と
の
み
息
い
込
ん
で
い
ま

＿
 

し
た
が

い
ろ
い
ろ
歩
き
‘
ず
い
分
親
し
み
が
深

ま

っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

希
望
II拓
本
の
と
り
ガ
の
様
な
の
も
指
祁
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
四
国
の
お
寺
の
様
に

0
番

の
札
所
の
立
札
や
次
の
寺
へ
行
く
追
顛
‘
札

所
の
配
骰
図
な
ど
あ
る
と
艇
利
。
そ
の
寺
の

有
名
な
碑
や
絵
馬
等
の
T
↓
具
絵
菜
古
等
を
用

紅
さ
れ
て
は
。
（
略

）

〈日
和
が
斤

．
ぶII
厖

4

)

ん〉

（
略
）
三
十
三
札
所
の
文
化
財
め
ぐ
り
に
参

加
し
て
‘
こ
ん
ど
の
く
ら
い
印
象
深
く
感
動
し

た
ボ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
近
な
お
rザ
さ

ん
の
市
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
逹
は
広
済
寺
の

Jit家
で
す
が
今
迄
‘
こ
の
様
な
出
緒
あ
る
お
寺

と
は
知
ら
ず
、
お
施
餓
鬼
な
ど
に
行
っ
て
も
唯

索
辿
り
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
心
し
て
お
寺
の

中
を
拝
ん
で
こ
よ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ

ん
ど
の
十
三
の
お
寺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒
や
ら

国
出
的
な
文
化
財
が
あ
る
の
に
‘
ほ
ん
と
う
に

お
ど
ろ
い
て
お
り
ま
す
。
（
略
）

＾
大
手
町

・
日
野
さ
ん
〉

（
略
）
国
宝
杉
薬
師
に
は
二
十
年
前
位
に
参

拝
し
た
ド
が
あ
り
ま
す

が
古
い
石
段
と
古
い
御

てに
心
品
の
記
岱
で
し
た
が
も

す
っ
か
り
近
代
的
な

碑蔵
ぅ

地
石
段
と
立
派
な
双
材
寺

な

っ
て
い

ま
し
た
。

王願

に

る
さ
す
が

I
二
百
年
の
大

ぁに
杉
が
空
高
く
そ
ぴ
え
繁

き

っ
て
い
る
の
を
見
た
時
‘

ゎ墳

幾
且
小
和
経
た
歴
史
を
思

古
う
時
‘
感
無
紙
の
も
の

西釜

が
あ
り
ま
し
た
。

（
略
）
鉱
山
森
科
館
や

▲
 

有
壁
本
陣
な
ど
説
明
付
き
で
ゆ

っ
く
り
見
学
で

き
ま
し
た
こ
と
‘
曲
師
の
先
生
方
も
最
後
ま
で

丁
沢
＇
に
御
説
明
い
た
だ
き
感

lIllJ
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
略
）

-文
財

塁ぢ[塁-愛
のらし全る 護
手れと llil了シ
のたしに
ひもて押ク ン
らの ‘しは ボ

？ぐ；・靡農文 ル
夕 0 41 る 化 マ

↓ 名オぢ嬰 l 
出［且闊喜 ク ▲花山御番所前

か
四
件
）

〈

12
月
〉

1
日
市
指
定
文
化
財
指
定
占
交
付

．

鹿
友
貝
塚
立
合
調
介

4
日
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

（牛
の
鞍

館
ほ
か
）

8
日

文

化

財

瀾

ft
（釜
西
占
柑
）

10
日
兵
野
館
坂
山
付
近
追
跡
潤
介

12
日

文

化

財

閥

ft
（
沼
沌
貝
塚
ほ
か

）

17
日

文

化

財

糾

ft
（
大
和
川

・
大
瓜

南
培
館
跡
は
か
）

〈

l
H
1〉

1
日
市
指
定
文
化
財
•
旧
石
巻
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
教
会
骨
土
テ
レ
ピ
中

紺

8

H

文
化
財
調

ft
（
水
巌
寺

・H
船

寸

．
禅
n
H
r寸
板
碑
所
介
調
在
）

9
日
文
化
財
瀾
介
（
東
雲
寺
•
西
光

寺

・
釜
地
区
板
碑
所
在
調

ft
)

12
日

文

化

財

調

牡

（寺
館

・
小
圧
館

館
跡
調

ft

13
日

文

化

財

調

ft
（
竹
ノ
ド
館
跡
ぽ

）
 

力

26
日

文

化

財

調

介

（前

Ill
地
区
逍
跡

調
介
）

27
日

文

化

財

調

ft
(“luJ木
古
館
ほ
か
）

っ
て
、
日
本
建
築
の
巫
要
な
要
索
で

と
さ
ょ
う

あ
る
斗
棋
（
組
み
も
の

）
の
イ
メ
ー

ジ
を
表
わ
し
‘
こ
れ
を
三
つ
煎
ね
る

こ
と
に
よ
り
‘
文
化
財
と
い
う
民
族

の
遺
産
を
過
去
．
現
在
‘
未
米
に
わ

た
り
永
辿
に
伝
承
し
て
い
く
と
い
う

愛
渡
精
神
を
象
徴
し
た
も
の
で
す
。
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「合
理
的
な
住
居
表
示
を
・
・・」
と
い
う
目
的

で
‘
昭
和
37
年
に
制
定
さ
れ
た

「住
居
表
示
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
翌

38
年
か
ら
全
国
の

各
都
市
に
顛
次
町
名
の
変
更
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
巻
市
に
お
い
て
も
昭
和
40
年
か
ら
こ
の
新

し

い
住
居
表
示
を
実
施
‘
町
名
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
し
い
住
居
表
示
の
特
徴
は
‘
こ
れ
ま
で
の

「通
り
」
を
単
位
と
し
た
町
名
で
は
な
く
、
従

米
交
流
の
な
か

っ
た

ff中
合
わ
せ
の
プ
ロ

ッ
ク

単
位
の
「
街
区
方
式
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
名
は
民
俗
学
と
古
代
史
を
結
ぷ
接
点
で
あ

り
‘
か
け
が
え
の
な
い
文
化
逍
産
だ
と

い
え
ま

す
。
由
祁
あ
る
町
名
を
後
世
に
伝
え
る
と
い
う

こ
と
は
‘
今
生
き
る
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
り

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
巻
市
教
脊
委
貝
会
で
は
｀
な
く
な

っ
て
し

ま

っ
た
町
名
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
‘
昭
和
56

年
度
か
ら

「
旧
町
名
表
示
石
柱
設
沼
ギ
某
」
を

行

い
‘
昭
和
6
4
年
度
ま
で
の
計
画
で
、
市
内
20

か
所
に
設
沼
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

〈昭
fll56
年
度
設
甜
〉

『新
田
町
』
1
1
干
石
町

（打
咎
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
前
）

『渡
波
本
町
』
1
1
渡
波
町
三
（内
梅
笑
方
前
）

r
汲
本
町
』
1
1
淡
町

一
（
松
幼
椎
園
前
）

〈
昭
和

57
年
度
設
詔
〉

r
横
町
』
1
1
干
石
町
（
河
北
新
報
社
前
）

本

町

r
中
町
」
1
1
中
央
二
（
丸
光
石
光

J

店
前
）

r
九
軒
町
』
1
1
門
脇
町
二
（
硝
防
第
三
分
団

前
）

r
八

ッ
沢
』
1
1
泉
町

一

〈
昭
和

58
年
度
設
甜
〉

『立
町
』
1
1
立
町
一

（振
卯
相
互
娘
行
前
）

r
面
剣
田
』
1
1
泊
水
町

一
（

ニ
イ
ヌ
マ
ピ
ル

前
）

（
八
ッ

沢
緑
地
公
園

内
）

〈
昭
和
60
年
度
設
giu
〉

『後
町
』

1
1
門
脇
町
二
（
西
光
寺
前
）

r
袋
谷
地
」
1
1
水
明
南
二
（
扶
林
寺
前
）

〈
昭
和
61
年
度
設
虹
〉

中
央

一
・
旧
石
咎
郵
便
局
前

登
米
郡
米
谷
城
主
の
干
策
大
開
守
侶
胤
は
必

西
氏
の
滅
亡
に
伴
い
石
咎
へ
移
住
、
本
姓
を
避

け
て
米
谷
と
称
し
た
が
‘
い
胤
の
係
米
谷
正
兵

衛
信
之
は
こ
の
地
域
を
開
発
、
本
町
元
川
と
仰

が
れ
た
。
石
巻
村
蚊
初
の
宿
場
で
あ
る
た
め
‘

物
巾
の
根
元
の
邸
の

「本
」
が
町
名
と
な
っ
た
。

江
戸
中
期
の

「
石
毯
絵
図
」
に
仮
館
御
殿
．
米

蔵
‘
御
金
改
方
旅
栢
が
見
え
る
本
町
は
‘
正
保

二
年
（
一
六
四
土
）
に
没
し
た
米
谷
七
兵
衛
（正

兵
衛
の
子
）
の
甥

．
＂
粋
兵
衛
の
在
住

当
時
は
「米

谷
喜
兵
衛
町
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

II

旧
町
名
II

石
柱
設
骰
で

川
緒
あ
る
町
名
を
後
世
に
…

坂
下
町

7
1
 

中
央

一
•

永
巌
寺
参
道
入
口口

孫
兵
衛
巡
河
の

一
っ
「
間
述
堀
」（
広
小
路
）

以
南
の
鰐
山
坂
‘
日
相
山
坂
へ
の
折
り
回
し
逍

二
本
に
囲
ま
れ
た
「
南
努
山
八

ッ
沢
」
の
地
域

は
‘
牡
鹿
郡
役
所
わ
き
に
石
光
J

.

湊
・・
門
脇

・

▲文化財標柱
「明神山経塚」

＼` 

蛇
用
四
か
村
戸
長
役
楊
が
祐
成
し
た
明
治
十
八

年
朴
以
米
、
民
家
急
妍
に
よ
る
街
区
の
形
成
を

仰
え
た
た
め
‘

9

呂
城
県
令
松
平
正
直
は
住
民
の

硝
廊
に
基
づ
く
四
か
村
述
合
戸
長
小
梁
川
明
康

の
町
名
許
可
剥
を
裁
下
。
明
治
十
九
年
囮
月
十

三
日
に
新
町
名
「
坂
下
町
」
が
誕
生
し
た
。

市
指
定
文
化
財
平
塚
ツ
ナ
家
文
書
寄
贈
される

昭
和
61
年

7
月
8
日
、
桃
浦
の
杉
山
初
太

郎
さ
ん
か
ら

「市
指
定
文
化
財
平
塚

ツ
ナ
家

文
苔
所
打
者
平
塚
ツ
ナ
さ
ん
が
こ
の
文
t
い
を

市
に
窃
贈
し
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
ー
」

と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
市
教
脊
委
且
会
で

は
さ

っ
そ
（
杉
山
さ
ん
と
文
化
財
保
淡
委
且

石
桓
宏
先
生
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
‘
平
塚

さ
ん
方
を
訪
間
し
ま
し
た
。

現
在
平
塚
さ
ん
は
ひ
と
り
住
い
で
、
先
祖

か
ら
引
き
継
い
だ
だ
こ
れ
ら
を
家
宝
と
し
て
大

切
に
保
護
保
存
し
て
き
ま
し
た
が
‘
家
●
玉
で

あ
り
市
に
と
っ
て
も
瓜
要
な
文
化
財
が
、
今

後
散
逸
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
を

い
た
め
て
お
り
‘
甥
に
当
る
杉
山
さ
ん
に
相

談
し
今
皿
の
が
付
巾
し
出
と
な
っ
た
こ
と
を

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

7
月
30
日‘

平
塚
さ
ん
の

f
か
ら
離
れ
島

を
出
る

「古
文
K
ど

に

対

し
‘
ま
る
で
我
が

チ
を
送
リ
出
す
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
塚
さ
ん
‘
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ん

市
で
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
市
史
紺
簗
の
森
料

と
し
て
や
文
化
セ

ン
タ
ー
展

ホ
構
想
の
中
で

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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竪
明
神
山
経
塚

こ
の
塚
は
附
径
約
卜
＂＂

翡
さ
約
三
2
5

の
円
形
で
、
標
高
約
上
十
％
の

丘
陵
蚊
近
阿
部
に
位
附
し
て
い
る
。

マ
ウ
ン
ド

の
状
態
か
ら
経
塚
あ
る
い
は
後
期
古
坑
と
思

わ
れ
る
が
‘
未
発
掘
で
あ
り
確
証
が
な
い
。

か
っ
て
塚
の
南
側
か
ら
須
必
器
が
出
土
し
た

ら
し
い
が
現
在
確
品
で
き
な
い
。
市
内
に
辿

存
す
る
数
少
な
い
マ
ウ
ン
ド
逍
構
と
し
て
i
H

ポ
で
あ
る
。

▼
設
沼
楊
所
1
1
山
下
町
一丁
目
十
七
ー
ニ
十
一

圏
釜
西
古
墳

こ
の
逍
跡
は
、
元
来

円
肌
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
‘
i"9
さ
約
四
＂

＂

そ
う
り
ん
と
う

ltl
應
指
定
文
化
財

相

輪

憧

文
lui省
略

こ
の
沿
跡
は
‘
縄
文

時
代
中
期
か
ら
晩
期

（約
四
六

0
0年
前
か

ら
二
四
0
0年
前
）
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た

貝
塚
で
、
椋
村
東
部
標
i"
9
約

114+＂＂
の
-h
陵

頂
部
因
辺
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
釣
針
‘

組
石
器
｀
土
器
を
多
用
し
て
お
り
、
規
校

が
大
き
く
出
土
物
が
皿
恐
い
で
あ
り
‘
非
常
に

重
要
な
逍
跡
で
あ
る
。

▼
設
叩
tIl
楊
所
1
1
渡
波
字
圧
敷
浜
し

〈
文
化
財
標
柱
及
ぴ
設
如
叫
楊
所
〉

南
境
貝
塚
II南
境
字
妙
兄

小
沢
貝
塚
II翡
木
字
小
沢

に
ら
塚
貝
塚
II流
留
牛
尿

釜
東
古
墳
II門
脇
9f
西
三
軒
松

真
野
査
原
伝
説
地

II真
野
字
悦
躯

延
喜
式
内
社
曽
波
神
社
1
1
蛇
llJ
字
m
ll波
山

好
日
山
海
門
寺
跡

II
U
和
が
丘

i

延
喜
式
内
社
烏
屋
神
社
1
1
羽
黒
町

一

仁
斗
田
貝
塚
II
Efl
代
洪
字
内
山

延
喜
式
内
社
零
羊
崎
神
社
1
1
淡
字
牧
山

仙
台
藩
穀
倉
跡

II住
吉
町
二

渡
波
塩
田
跡

II
流
留
心
ぷ
莉
Lil

久
米
幸
太
郎
仇
討
の
地
1
1
渡
波
牛
祝
田
浜

榎
本
武
揚
艦
隊
集
結
地

II折
浜
心r
風
越

鹿
島
御
児
神
社
1
1
H

相
が
丘
二

袖
の
渡
し
1
1
住
古
町

i

蛇
田
道
将
軍
碑
II
HI
追
町
二

新
山
崎
遺
跡

II蛇
HI
字
新
山
的

内
原
遺
跡

II内
原
字
小
ill

ア
チ
ヤ
浜
遺
跡

II
牧
浜
9

た
伽
し
H
道

一
本
杉
貝
塚

II
渡
波
字
須
崎
浜

梨
木
畑
貝
塚
II
渡
波
字
梨
木
畑

垂
水
囲
貝
塚

II
渡
波
心
l
瑶
水
地
内

堤
貝
塚
II渡
波
字
格
坂
山

平
形
山
根
貝
塚
II字
平
形
山
恨

多
福
院
板
碑
群
II吉
野
町
一

鷲
の
巣
館
跡
1
1
大
瓜
字
跨
の
屎

寺
館
跡

II兵
野
字
悦
原

専
称
廃
寺
板
碑
群
II淡
字
鹿
店

ltl
屋
敷
浜
貝
塚

J
 

塚貝
柱嚢

古
文

r

ぷ
袋
t，
 

可

屎

f

后
’
/

長
谷
寺
板
碑
群
II
真
野
字
孜
脱

観
音
堂
板
碑
群
ー
邸
木
字
竹
ド

慈
恩
院
板
碑
群
II青
野
町
一

草
刈
山
板
碑
群
II古
野
町

一

平
形
貝
塚
II沢
田
字
平
形

南
境
館
跡
II南
境
｛
卜
館
下

坊
沢
山
龍
洞
院
1
1
大
瓜
い
卜
棚
低

京
ヶ
森
館
跡

II瓜
ヶ
森

高
木
古
館
跡
1
1
，＂窄
小
午
石
崎

鶴
子
坂
館
跡

II沼
津
字
八
幡
山

越
田
台
遺
跡

II沼
ilt,r越
Ill

日
和
城
祉
登
り
口
1
1
日
和
が

Ii
-

市
指
定
天
然
記
念
物
イ
チ
ョ

ウ
IIヤ回木
9

卜
じ
ぜ
削

市
指
定
天
然
記
念
物
イ
チ
ョ
ウ

II水
沼
字
天
似

亀
向
山
籠
泉
院
II
水
沼
字
犬
似

▲文化財標柱
「釜西古墳」
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昭
和
六
十
年
度
文
化
財
調
査
報
告

石
巻
市
稲
井
高
木
地
区
の
板
碑
分
布
調
査

佐

藤

雄

石
巻
市
文
化
財
保
淡
委
貝

本
年
度
の
渦
介
区
域
で
あ
る
邸
木
地
区

（
溜

政
時
代
の
硲
木
村
）
に
閲
す
る
記
録
は
‘
稲
井

町
史
に
、
石
咎
城
主
硲
西
家
消

(+
二
代
）
が

永
正
八
年
飯
野
川
の
七
尼
城
功
略
の
陣
を
布
い

た
時
‘
牡
鹿
邸
木
の
邑
主
翡
＊
四
郎
右
衛
門
も

召
さ
れ
て
参
戦
し
た
ボ
実
が
あ
る
と
し
‘
こ
の

翡
木
氏
の
店
住
す
る
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
裔
木
の

地
名
の
由
米
と
し
て
い
る
。
（
出
典
不
明
）

こ
れ
が
邸
木
村
に
つ
い
て
の
中
世
の
記
録
ら
し

き
も
の
で
あ
る
が
‘

一
方‘

一
安
永
風
土
記
」

に
は

「鍛
治
虻
敷
址
地

ー工
＾
＊
有
之
‘
右
占
木

枯
失
‘
代
木
咋
ui

時
松
立
本
廻
ぶ
辛
み
四
尺
Ji
寸
御

座
低
今
以
村
名
二
叫
米
由
云
々
」
と
記
し
て
い

る
。板

碑
瀾
介
と
の
関
辿
性
で
は
前
者
の
記
述
が

注
目
さ
る
ぺ
き
だ
ろ
う
。
安
永
風
土
記
に
よ
る

硲
木
村
の
基
本
的
な
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

-
lfl
代

五
拾
JL
買
六
百
三
拾
五
文

一
畑
代
六
閻
六

H
七
拾
滋
文

内
茶
畑
笠
打
八
白
文

一
弐
拾
七
打
七

Ei五
拾
七
文
御
蔽
入

内

一
三
拾
八
買
五
pi
四
拾
九
文
御
給
所

都
合
六
拾
六
打
三
H
六
文

（中
略
）

一
人
頭
八
拾
人
内
寺
虚
ケ
ょ
ザ

一
松
村
況
水
十
八
年
御
竿
答
御
百
姓
―ー
相

立
候
者
三
拾
＂
ど
吋
其
後
四
拾
九
人
相
附

霜
時
右
人
頭
＿
＿
罷
成
候

m泊
却
禿

一
闘

無
御
座
候
ぶ
・

一
家
数
八
拾
七
軒

内

名

子
七
軒

―
男
女
都
合
六

Ei
六

拾

文

晶

読

奸
Ji
人

一
馬
九
拾
弐
匹

ーヽ

調
査
区
域
の
概
要

（
下
賂
）

こ
の
記
緑
か
ら
中
世
裔
木
村
の
姿
を
類
推
す

る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
が
‘
参
考
と

し
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

板
碑
造
立
の
状
況

a
、
板
碑
造
立
地
区

邸
木
地
区
は
江
戸
期
の

ID
翡
木
村
で
あ
る
。

束
は
水
沼

(IIJ
水
沼
村
）
と
接
し
、
西
は
大
瓜

（旧
大
瓜
村
）
に
連
な
り
、
南
は
真
野

(
Ill
真

野
村
）
の
境
土
手
ま
で
、
北
は
桃
生
郡
河
北
町

三
輪
田
を
境
と
し
て
‘
上
品
山
頂
に
い
た
る
。

し
た
が

っ
て
‘
窃
＊
地
区
の
集
沿
は
上
品
山
Ii

陵
脱
に
ほ
ぽ
切
れ
目
な
く
西
端
か
ら
‘
“
崎
、

小
西
．
泊
水
‘
寺
前
‘
若
宮
‘
小
沢
と
続
い
て

い
る
。

こ
れ
ら
七
つ
の
兆
落
の
う
ち
板
碑
造
立
が
確

認
さ
れ
る
の
は
梢
水
地
区
の
竹
下
に
あ
る
観
背

岱
周
辺
‘
寺
前
の
遥
米
山
吉
祥
寸
‘
粁
{
邑
地
区

の
八
幡
神
社
境
内
‘
さ
ら
に
は
上
品
lli
登
り
口

の
寺
場
跡
と
呼
ば
れ
る
四
地
区
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
上
品
山
寺
楊
跡
の
板
碑
群
に
つ

い

て
は
‘
な
か
な
か
確
認
が
で
き
ず
‘
報
告
北
11

が

ほ
ぼ
t
2
き
上
げ
ら
れ
た
二
月
に
．
入

っ
て
か
ら
‘

日
野
孝
栄
氏
の
案
内
に
よ
っ
て
‘
よ
う
や
く
確

認
で
き
た
の
で
、
今
回
の
調
介
報
511

に
含
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
回
の
調
jt
報
告
に

詳
細
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

邸
木
地
区
の
板
碑
が
集
中
し
て
い
る
の
は
観

音
幽
周
辺
で
あ
る
。

こ
の
翡
木
観
音
党
板
碑
群

に
つ
い
て
は
文
化
財
だ
よ
り
第
三
サ
に
お
い

て

概
要
は
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
確
認
さ

れ
た
も
の
を
含
め
て
の
悉
皆
調
jt
報
告
は
は
じ

め
て
で
あ
る
。
古lUJ
木
観
ふ
LI
煎
板
碑
群
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る

2
、
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観音堂板碑群

測 量 図

が
‘
観
音
党
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
調
介
は
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
高
木
地
区
の
板
碑
造
立

の
96
％
と
い
う
多
数
の
板
碑
が
こ
の
観
音
成
周

辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
‘
観
音
堂
そ
の

も
の
の
性
格
が
頂
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
息

え
る
の
で
、
観
音
徴
に
つ
い
て
知
り
得
た
状
況

を
記
し
て
お
く
。

宮
城
県
史
所
収
の
「
牡
鹿
郡
陸
方
高
木
村
風

土
記
御
用
古
出
」
（
以
下
風
土
記
也
出
と
略
称
）

に
は
、
高
木
観
音
徴
に
つ
い
て
は
｀

一
観
音
堂

一
小
名
観
音
立
屋
敷

亥
ヨ
り

It江
十
二
間

一
境
内

3

ョ
贔
梵
間

右
境
内
み
読
之
内
古
碑
爪
拾
〔
十
九
〕

ハ
古
碑
之
部
に
御
世
上
仕
候
外
無

縫
塔
又
ハ
四
五
寸
宛
相
見
得
古
碑
所

々
相
立
巾
候
得
共
見
分
無
之
候
間
御

内
上
故
仕
候
事

一
骨
土
已
午
向
爪
間
四
間

一
本

昨

聖

観

音

木

像

坐

像

御

長

ぶ
ぢ
尺
"
[
}
寸
但
作
者
相
知
不
申
候
往

古
天
台
宗
日
塔
山
観
音
寺
本
匹
セ
―
御

座
候
ボ

一
地
主
観
音
堂
屋
敷

市
郎
右
衛
門

※ 0およびX印は板碑の位区

（現在は正安 3年、 4年の二基をのぞいて

全部観音堂に移動している。 ） 
正安 3年、 4年の碑

,-.. ,' 
Oo  

一
別
霜
市
郎
右
衛
門

右
市
郎
右
衛
門
儀
日
塔
山
観
音
寺
跡

ニ
住
居
仕
候
代
数
御
百
姓
之
部
へ
御

古
上
仕
餃
ギ

と
あ
る
。
現
在
の
邸
木
観
音
堂
は
‘
石
巻
地

方
に
お
け
る
曹
洞
米
の
没
透
に
よ

っ
て
、
そ
れ

ま
で
存
在
し
て
い
た
天
台
宗
寺
院
日
塔
山
観
音

寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
の
で
‘

寺
跡
に
観
背
幽
を

建
立
し
‘
観
音
寺
の
本
粉
型
観
音
像
を
安
附
‘

日
野
氏
が
氏
神
と
し
て
祀
っ
て
き
た
も
の
で
あ

る
と
い
う。

中
世
寺
院
と
推
定
さ
れ
る
日
塔
山
観
音
寺
と

板
碑
の
接
点
が
十
分
に
名
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
昭
和
叫
十
九
年
度
高
木
観
音
幽
調
在
の
後
｀
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中村光一氏作成による硲木観音幽と板碑

群の原位附との関係測紙図掲載しておく。

（図前頁）

また、地主市郎右衛門の子孫は観音党

前に居住している日野孝栄氏であり、日

野氏は大塔i邑護良親王に随って当地方に

下ってきたといい、明治の初期までは日

野搭氏を称していたことが、地券の記載

によって確認できる。現在日野氏は上品

山の久梨比奈神社の別当を担当している

こともあって、観音常の管埋は日野良吉

氏にゆずっているという。

b、板碑造立数について

高木地区の板碑については‘風土祀巾い

出には、古碑三拾枯（上品山の三枯を含

む）とあるが、実際には二十六基の記載

があるだけであり‘稲井町史によれば‘

二十一基（上品山の二基を含む）となっ

ている。宜城県内の板碑をまとめた宮城

県史⑬金石益には十九基（上品山の一基

を含む）となっており`時代が下るにし

たがって確認される板碑の数は減少して

いる。このことは、年月の経過とともに‘

板碑が失われていったものと考えれば`

ごくあたり前のように思えるが‘今回の

調査で判明した紀年銘のある板碑は総数

で五十七基（上品山の板碑は含まない。）

であるので‘この稲井町史‘宮城県史に

おける板碑の減少は‘単に板碑が失われ

たということではなく‘潤府の杜撰さに

よるものであるということができる。

今回の調在で確認された板碑総数は断

碑も含めてJL十六枯（上品山板碑は含ま

ない）であり‘その96％の九十二基は高

木観音堂に集中している。このことは中

不 出 怜i鎌

ム口 時

北 代
町 倉 I 

区
朝

計 分

明 期 期 期

Jし
．． ． 

数．．． 
十 十 十 -,-

七 八三 八 屈/¥ 

世
寺
院
と
推
定
さ
れ
る
日
塔
山
観
音
寺
と
の
か

か
わ
り
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
‘
今
回
の
調
在
に
お
け
る
収
穫
で

あ
っ
た
。

地

区

名

ー
・

観

音

幽

（竹
下
）

吉

祥

寺

（寺
前
）

八
幡
神
社

（活
宮
）

合

計

c
、
時
代
区
分
と
板
碑
造
立
の
状
況

総
数
九
十
六
枯
の
う
ち
紀
年
銘
の
確
認
で
き

る
も
の
は
五
十
JL
基
で
あ
る
。

上
限
は
氷
仁
五
（

三

五
七
）
年、

下
限
は

長
享
二
(
-
四
八
八
）
年
で
あ
る
。

こ
れ
ら
紀

年
銘

の
あ
る
五
十
九
枯
を
中
心
に
し
て
‘
翡
木

地
区
の
板
碑
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
て
み

た
い
と
思
う
。

①
時
代
区
分
と
板
碑
の
形
態

辿
例
板
碑
の
形
態
は
鎌
＾
い
期
は
比
較
的
大

刑
Is

で
あ
り
時
代
を
下
る
に
し
た
が
っ
て
‘
そ

の
形
態
は
小
咄
に
な
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
究
で
も
．
こ

の
こ
と
は
は
っ
き
り

と
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

懇
＂
凡
星
脇
に
立
つ

3
3
の
正
咎
二
年
‘
正

安
四
年
の

二
晶
を
は
じ
め
と
し
て
‘
幽
の
若

留
八
幡
神
社
の
延
脱
二
年
の
碑
に
代
表
さ
れ

る
も
の
及
び
観
音
堂
人
口
に
立
つ
細
の
阿
弥

陀
三
店

（延
疫
二
年
）
碑
は
古
回
木
地
区
に
お

ti三1-1ぎ1:

け
る
鎌
介
期
の
板
碑
の
代
表
で
あ
り
、
大
型

板
碑
の
典
型
で
も
あ
る
。
室
町
期
に
入
る
と

こ
れ
を
し
の
ぐ
大
型
板
碑
の
造
立
は
な
い
の

で
あ
る
。

②
時
代
区
分
に
よ
る
種
子
の
変
化
と
供
旋
内

容種
子
は
板
碑
の
形
態
に
応
じ
て
、
鎌
介
期

か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
は
大
き
く
滋
々

と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
強

い
て
特
徴
と

し
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
｀
阿
弥
陀
三
炸
種
子

が
四
基
あ
り
‘
ま
た
‘
薗
延
世
一
年
の
阿
弥

陀
柿
の
荘
大
な
彫
り
方
が
注
目
さ
る
ぺ
き
だ

ろ
う
。
鎌
＾
い
期
の
種
子
に
つ
い
て
は
例
示
さ

る
ぺ
き
も
の
も
八
枯
と
少
な
い
の
で
、
断
定

的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
｀
鎌
＾
い
期
に
は
、

盗
町
期
に
入
っ
て
か
ら
阿
弥
陀
三
内
ぷ
汎
子
が

ま
っ
た
く
表
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
‘
阿

弥
陀
三
昨
種
子
を
中
心
に
し
て
造
立
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
息
え
る
。

こ
れ
が
南
北
朝
期
中
期
か
ら
室
町
期
に
入

る
と
一
変
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
‘
次

の
表
で
説
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

‘

パ
ン

（胎
蔵
界
大
日
如
来
）
が
主
流
を
占
め

る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
（
年
代
不
明
の
も
の

の
パ
ン

種
子
を
ふ
く
め
る
と
二
十
二
枯
な
の

で
二
位
の
サ
ク
を
断
然
引
き
は
な
し
て
い
る
。）

こ
の
こ
と
は
現
代
社
会
の
卒
塔
婆
供
茂
の
際

に
塔
婆
に
し
る
さ
れ
る
パ
ン
種
子
の
源
流
の
よ

う
な
も
の
が
屯
町
期
に
入

っ
て
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
知
ら
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
な
ぜ
‘
パ
ン
が
主
流
と
し
て
し
る

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
｀
搭
婆
供
従
に

対
す
る
当
時
の
人
々
が
接
し
た
か
た
ち
に
変
化

が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
類
推
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
‘
私
に
は
床
教
的
な
説

明
を
加
え
る
力
は
な
い

の
で
‘
後
日
の
研
究

に
待
ち
た
い
と
思
う
。
ま
た
‘
南
北
朝
中
期

か
ら
室
町
期
に
な
る
と
三
昨
柚
＋
は
ま
っ
た

く
現
出
す
る
こ
と
が
な
く
‘
一
昨
種
子
だ
け

で
あ
る
。

こ
れ
は
卒
塔
婆
造
立
と
年
忌
供
捉

と
が
確
実
な
形
で
並
II

及
し
て
い
っ
た
結
果
と

息
え
る
。

南
北
朝

・
貞
和
以
後
の
匝
字
の
状
況

（頻
度
の
多
い
顛
）

バ
ン
（
金
隅
界
大
R
)

十
四

サ
ク

（勢
至
菩
社
）

八

サ

（
観
在
菩
伐
）

四

カ

（
地
蔵

菩

社

）

三

パ
ー
ン
ク
（
金
闊
界
大
日
）

三

タ
ラ
ー
ク

（虚
心
莞
認
特
莉
）

ニ

ア
ー
ク
（
胎
蔵
界
大
日

）

ニ

ア
ー
ン
ク
（
胎
蔵
界
大
日
）

一

キ
リ
ー
ク

〈阿
弥
陀
）

一

サ
ク

・
カ

（勢
至
菩
莉

・
地
祓
菩
面
）

i

d
、
特
記
す
ぺ
き
板
碑

①
正
安
三
年
並
ぴ
に
正
安
四
年
碑

(3NoJ)

両
者
と
も
に
観
背
拡
右
側
斜
面
の
下
端
に

並
ん
で
立
っ
て

い
る
。
ほ
ぼ
造
立
当
時
の
原

位
附
を
保

っ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
け9
さ

は
と
も
に

290cm
、
280cm
と
大
型
で
あ
る
が
‘

彫
さ
は

14cm
、
20cm
と
割
合
い
と
薄
手
の
板

碑
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
部
に
な
だ
ら
か
な
反

り
が
あ
り
、
板
碑
作
成
上
の
技
術
上
の
問
題

を
な
げ
か
け
て

い
る
。

ま
た
‘
図
の
銘
文
中
に
「
夫
卒
郡
婆
ポ
大

日
如
米
三

r耶
形
」
と
あ
り`

卒
都
婆
の
何

た
る
か
を
は

っ
き
リ
と
表
現
し
て
お
り
‘
板

碑
が
卒
部
婆
で
あ
る
と
す
る
考
え
ガ
を
証
明

し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
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内

I

②
若
宮
八
幡
神
社
の
延
疫
二
年
板
碑
(
NnS)

八
幡
神
社
石
段
中
は
ど
を
右
手
に
数
メ
ー

ト
ル
入
っ
た
と
こ
ろ
に
表
而
を
上
に
横
倒
し

に
な
っ
て
い
る
。
全
長
352cm
は
窃
木
地
区
に

お
け
る
板
碑
中＂阪

大
の
も
の
で
あ
る
。
種
子

キ
リ
ー
ク
は
縦
72cm
、
横
60cm
と
種
子
の
壮

大
さ
で
も
他
を
圧
し
て
い
る
。
し
か
る
に
そ

の
財
さ
は
最
大
で
も
14cm
と
意
外
と
博
手
で

あ
る

C

こ
の
こ
と
は

NnZ
閾
の
正
安
碑
が
上
部

に
反
り
を
も
ち
‘
比
較
的
薄
手
で
あ
る
こ
と

と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
高
木
地
区
に
お
け
る

板
碑
作
成
の
一
嬬
を
さ
ぐ
る
手
掛
り
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
な

こ

れ
は
「
三
十
余
人
之
念
佛
衆
」

に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
結
衆
板
碑
で
も
あ
る
。

一
般
的
に
結
衆
板
碑
は
室
町
時
代
以
後
に
造

ぃ止
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
‘
こ
の
板
碑
を

観
察
す
る
限
り
に
お
い
て
は
鎌
＾
u時
代
に
す

で
に
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
結

衆
板
碑
の
全
国
的
な
造
立
時
期
の
確
定
調
布

が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
‘
結
衆
板
碑
は
宗
教
的
な
面
の
み
か

ら
観
察
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
私
は
も
っ
と

現
実
的
な
面
か
ら
の
観
察
も
可
能
な
の
で
は

な
い
か
と
息
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
世
武

士
団
の

「一

味
神
水
」
に
よ
る
「
一
揆
契
約
」

の
行
動
が
｀
i

示
教
的
な
形
で
表
現
さ
れ
た
も

の
が
結
衆
板
碑
の
造
立
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
結
衆

板
碑
を
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
‘
板
碑
を
通
し
て
の

在
地
武
士
同
の
様
子
が
よ
り

一
府
は

っ
き
り

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

③
観
音
欽
入
口

（秋
菜
大
権
現
の
小
祉
内
）

(
NaG) 

延
脱
二
年
の
造
立
な
の
で
、
八
幡
神
社
の

延
疫
二
年
の
結
衆
板
碑
と
同
年
代
の
も
の
で

あ
る
。
阿
弥
陀
三
炸
枡
子
に
各
々
巡
台
が
つ

い
て
お
り、

作
成
技
法
の
す
ば
ら
し
さ
は
拓

本
に
よ
っ
て
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

石
巻
市
内
板
碑
で
も
屈
指
の
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
‘
措
し
い
こ
と
に
は

種
十
‘
巡
台
の
彫
り
方
は
極
端
に
浅
く
‘
匝

接
‘
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
確
認
で
き
な
い
の

は
残
念
で
あ
る
。 ▲ No.2• 3 正安三• 四年の碑

（原位置のままと思われる）

④
懇

＂
凡
腐

同
元
年
碑

（
呼

種
字
は
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
る
が
、
キ
リ
ー

ク
、
サ
ク
の
涅
吸
＾
点
が
枡
チ
の
下
部
に
凶
か

れ
‘
変
形
し
て
い
る
。
肌
同
元
年
銘
は
南
悧

年
号
で
あ
り
‘
石
谷
地
方
に
お
い
て
は
あ
と

ニ

・
三
年
で
南
朝
年
号
が
ま
っ
た
く
表
わ
れ

て
こ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
血
ll
市
な
も
の
で

あ
る
。

⑤
三
本
足
の
秘
と
兎
の
碑

（
咆

ま
っ
た
く
奇
妙
な
図
柄
で
あ
る
。
板
碑
と

い
う
に
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

が
、
固
柄
の
下
部
に
キ
リ
ー
ク
と
牝
し
き
彫

り
込
み
が
あ
る
の
で
、

一
応
‘
諸
家
の
注
紅

を
喚
起
し
た
い
と
思
っ
て
入
れ
て
あ
る
。

⑥
地
蔵
板
碑

（
饂
鱗
）面

5

s
 

両
碑
と
も
に
右
端
で
確
認
さ
れ
る
「
右
志

者
為
□
ロ
ロ
ロ
」
と
い
う
文
字
で
‘

一
応
地

蔵
板
碑
と
し
て
入
れ
て
あ
る
が
、
特
に
鴎
の

碑
は
肌
同
二
年
の
紀
念
銘
が
あ
り
‘
全
体
の

銘
文
か
ら
板
碑
と
し
て
間
述

い
の
な
い
も
の

と
思
う
。
地
蔵
板
碑
と
確
定
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、

石
巻
市
内
で
は
初
見
で
あ
る
。

▲ No.80地蔵板碑

e
、
低
に
つ
い
て

料
木
地
区
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
的

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
表
わ

れ
た
年
代
顛
に
記
し
て
あ
る
。

①
l

二
界
唯

一
心

出

典

II
侑
厳
経

心
外
無
別
法

・
教
典
の
中
の
文
句
を

心

佛

及

衆

牛

梨

め

て
作
っ
た
的
で

泣

二
無

差

別

一

）

の
形
で
あ
る
の
で

歪

安
四
年
碑

N
n
3
)

は
な
い
が
‘
旅
厳
経

の
伽
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
と
い
う
。

②
光
明
遍
照

＋
方
世
界

念
佛
衆
生

燐
取
不
捨

（肌
国
元
年
婢

Nn12
)

③

一
念
弥
陀
佛

即
滅
無
絨
罪

視
受
無
比
楽

後
化
泊
浄
土

(H
相
二
年
碑

Na
13
)

④

一
切
打
恥
法

如
夢
幻
泡
彩

如
露
亦
如
屯

応
作
如
IIIE
観

（延
文
ム
年
碑
畑
23
)

⑤
十
方
i
1
世
佛

・
切
諸
若
薩

八
方
諸
聖
教

皆＂心

阿
弥
陀

（
貞
治
二
年
碑

Nn
24
)

巾
典
II不
明

•
こ
の
偈
は
古
来
、

本
朝
浄
土
門
古
徳
の

釈
文
と
伝
え
る
。

出
典
1
1
金
剛
経

出
典
II観
世
音
菩
麻
浄

土
本
緑
経

出
典
II
観
無
批

h
経
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⑥
岳
深
無
相
法

当
忠
ロロロ

ハロ
ロロロ

ロロ
打相
説

（応
安
六
年
碑
Nn26
)

⑦
粂
生
有
苦

三
称
我
名

不
往
救
者

小
取
正
芍～

（応
水
二
年
碑
NQ31
)

⑨
我
之
名
号

一
経
其
耳

衆
病
悉
除

身
心
安
楽

（応
・
水
五
年
碑
地
34
)

⑩
毎
自
作
＂
疋
念

以
何
令
衆
生

得
入
無
上
逍

辿
成
就
佛
身

（応
水
二
十
一
年
碑
Nn37
)

出
典

II法
華
経
如
米
井

砒
品
第
十
六
‘

通
称
を
破
地
紐

伽
と
い
う
。

⑪
應
無
所
住

而
生
其
心

応
水
二
十
六
年
碑
N
n
4
2
)

永
享
二
年
碑
№
4
8
•
永
享
№
5
0
）

出
典
1
1
金
悶
経

出
典

II薬
師
経

⑧
口
位

即

妙

出

典

II不
明

不
改
本
口

（応
永
三
年
碑
Nn33

出
典
1
1
往
生
要
集

出
典

II不
明

．
既
刊
の
文
献
に
も
見

出
せ
な
い

。

3

板
碑
作
成
上
の
問
題
点

⑬
始
知
衆
生

本
米
成
佛

生
死
涅
槃

狛
如
作
夢

（水
粘
…
…
．．．．．
．．．
．
 
巡

49
)

⑭
三
憔

常

住

出

典

II不
明

大

11
如
米

・
既
刊
の
文
献
に
も
見

（文
明
ト
一
年
帥
Nn
祁
）

当
ら
な
い
。

翡
木
地
区
の
板
碑
に
表
わ
れ
た
的
を
考
察
し

て
み
る
と
、
総
数
が
百
基
近
く
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
て
か
‘
偽
の
種
穎
も
多
く
‘
従
米
、
見
出

せ
な
か

っ
た
悩
も
数
例
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。

石
巻
地
方
に
お
け
る
板
碑
作
成
上
の
技
術
的

な
問
題
に
つ
い
て
は
‘
よ
う
や
く
研
究
が
始
め

ら
れ
た
ば
か
り
な
の
で
こ
れ
か
ら
の
研
究
成
呆

に
期
待
す
る
が
、
今
回
の
調

it過
程
で
感
じ
た

こ
と
を
若
干
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

従
米
ま
で
は
‘
石
怨
地
方
も
ふ
く
め
て
‘
束

北
地
方
の
板
碑
は

一
般
に
分
彫

v、
自
然
心
に

彫
り
込
ま
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
の
分
駆
い
と
い
う
こ
と
は
石
咎
地
方

に
お
い
て
は
‘
す
で
に
鎌
介
末
期
ご
ろ
か
ら
‘

大
刑
板
碑
で
あ
り
な
が
ら
‘
附
く
程
博
手
に
調

椛
さ
れ
て
い
る
も
の
が
表
わ
れ
て
く
る
。

晒
の

出
典

IIIIl5凶
経

⑫
十
方
佛
土
中

唯
布

一
釆
法

堡

一亦
無
三

除
佛
方
便
説

（
認
一
十
七
年
碑
閲
） 出

典

II法
旅
経
方
使
品

第
二

邸
木
観
音
幽
板
碑
群
の
本
格
的
な
湖
介
は
昭

和
四
十
几
年
に
石
巻
市
教
育
委
貝
会
の
小
業
と

し
て
行
わ
れ
‘
そ
の
現
在
地
に
同
定
保
存
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
移
動

・
粉
失
の
お
そ

れ
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
‘
今
回
の
悉
皆
調

在
で
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
観
音
党
後
廿

地
の
整
地
に
よ
っ

て
‘
十
基
ほ
ど
の
板
碑
が
出

土
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
こ
れ
ら
は
観

背
幽
前
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
横
倒
し
の

ま
ま
に
な

っ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
こ
れ
ら
は

4 ヽ

保

存

に

つ

い

て

延
燦
二
年
碑
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。
か
く
ま

で
、
大
型
板
碑
を
池
手
に
澗
整
し
た
当
時
の
石

工
の
技
術
は
硲
く
評
価
さ
れ
る
ぺ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
‘

東
北
地
方
の
板
碑
に
対
す
る
自
然

石
利
用
と
い
う
板
碑
の
概
念
で
あ
る
が
、
今
回

の
調

ftカ
ー
ド
の
作
成
過
程
で
、
板
碑
の
側
而

図
を
も
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

板
碑
作
成
に
あ
た

っ
て
は
表
血
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
側
而
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
の
調
整

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
も

っ
と
多
数
の
板
碑
に
つ
い
て
綿

密
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
哀
づ
け
ら
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
し
た
が

っ
て
‘
こ

の
こ
ろ
‘

．
．
．
．
 

束
北
地
方
の
板
碑
を
自
然
石
碑
と
い
う
表
現
で

記
し
て
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
上
部
三
角
形
二

条
線
の
欠
落
と
い
う
こ
と
か
ら
自
然
石
碑
と
い

う
慨
念
規
定
を
あ
い
ま
い
に
し
て
‘
隼
に
不
整

型
だ
か
ら
自
然
石
碑
と
表
現
す
る
こ
と
は
妥
当

性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

板
碑
は
あ
く
ま
で
も
卒
搭
婆

（
供
必
碑
）
と
し

て
の
内
容
を
適
確
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

呼
ば
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
る
ぺ
き
処
glll
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
の
ぞ
む

も
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
‘
早
怠
に
保
存
対
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
に
、
若
函
八
幡
神
社
石
段
右

側
に
放
沼
さ
れ
て
い
る
延
脱
二
年
の
念
佛
衆
板

碑
が
あ
る
。

こ
れ
は
鎌
＾
u
時
代
の
代
表
的
な
板

碑
と
し
て
位
凶
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
結
衆
板
碑
の
参
考
史
料
と
し
て
、
そ
し

て
｀
板
碑
製
作
の
技
術
を
考
え
る
上
で
の
参
考

作
品
と
し
て
実
に
巫
只
煎
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
、
こ
の
際
‘
文
化
セ
ン
タ
ー
の
前
庭
か
‘
屈

示
場
の
一

遇
に
移
動
保
付
し
、
市
民
に
対
す
る

郷
土
学
叩
い
の

一
助
と
す
る
こ
と
も

一
策
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

藍=-
▲観音堂前に固定された板碑群
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No.2 

求
仁
者
了
l
h
t
ず

ア ,","7 

｀ 

フ,,lL,,-7・・・

No. 1 

高さ： 290cm 

届さ： 20cm 

幅 ：4Qcm 

粘板岩

高さ： 108cm 

犀さ： 1 ]cm 
幅： 40cm 

粘板岩

麻さ ：116cm 

原さ ：18cm 

▲ No.3の側面

No3 

No.4 

／
 

ー

高さ ：280cm 

厄さ： 14cm 

幅： 34cm 

粘板岩

幅： 46cm 

粘板岩
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t

廿

No.7 

字
念
A
悉
憂
言
goぇう秋

h-

点
尽
―
1:t11

"
8
 

O
D
D
o
o
A
ば
翌
子
等
判
李
竺
）

/ //"/ ///  

/'' 

翡贔
岨 o 右

危°
＝ガ *-

ぷ孔 欧- (1 

ここニニ，，，，/',,,, ,,,, -

No.6 

No.5 

0
令

を
改
各
＾
奇
盆
ぷ
蓋

己

iet
ム“

＼
 

笈
産
t-
！-＂
8

愁

み

ぶ
霊
＼
を
奢
拿
箪
芍
玉

嵩さ： 86cm 

原さ ：8cm 

幅： 35cm 

粘板岩

高さ ：155cm 

厚さ： 15cm 

幅 ：70cm 

粘板岩

高さ ：352cm 

厄さ： 14cm 

幅： 78cm 

粘板岩

No.10 
No.9 

o
o
g幽
代
o

D

私
J

元
為
足
瓦
―
五
'+lqF.「
a敬

a

0
口
乃
五
吐
料
故

t

厄`）`
4

{
f
品
喜
予
｀
令

,̀‘
 

-
5
9
 

喜
R
t
ぼ
紀
も
｀
舌
マ
ガ
冷
岱

j

加
No.8 

／ / / ,.-/;-

高さ： 140cm 
厚さ ：l3cm 

幅 ：34cm 

粘板岩

高さ： 86cm 

厄さ： 8cm 

幅 ：36cm 

粘板岩

嵩さ ：109cm 
届さ： 14cm 

幅 ：43cm 

粘板岩
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No.13 No.12 

l
l念札．
た
ん

ふ

恨
豆
汀
合
―
舟
ぶ
生
担

4`

｀
べ
鼈

f
誓
心
iRoa0

恐
と
岱
大

伏
五
上

身

高さ ：158cm 

厚さ： 20cm 

幅： 57cm 

粘板岩

No.16 

t
-
A
 

舟

幽氏
ll
告他が
i
己

i
和

ナ
o
t
1
市
為
．

O
D

l
。
⑭
は[_王を急拿。い二／

 

／
 ／

 

高さ： 165cm 

厚さ： 18cm 
幅： 40cm 

粘板岩

疇
得
＼

下象
A
座
r
o
巧＿

n
，5

-0
か
さ
斗

_-l
り
1

へg
0
0
．年
・h
似

8
0

fit岱
f
P
与
偉
’利
”怠

0

0

A

0

 

O

D

 

高さ ：145cm 

厄さ： 25cm 

No.11 

／
 

／
 

o
o
n
o

/
 

。。

賃

°
o
n
o

ぷ。
一/

一／

ー

足

Q
o
(
+
＋
0
D
--
9

贄

喜

。
叙
〇

幅 ：6Qcm 

粘板岩

No.14 

No.15 

了
茄
A

恩

屑

-̀ヽ
r+0

さ

＾

足

L

§
却
：；
丁

｀`l
l
o
o

t
 

闘
言

7

穴

ふ

沢

り

/Tl7 '/ /'///7 

高さ： 75cm 

厄さ： 16cm 

幅： 34cm 

粘板岩

高さ ：150cm 

屈さ： 20cm 
幅： 30cm 

粘板岩

／ 

高さ： 104cm 

原さ： 6cm 

1///////,. 

幅： 36cm 

粘板岩
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No.19 No.18 

於
應

l

l

生―り
0
0

ご
§
紐
す
為
岱
ぷ
i)

〇
屈
「
｀

ぇ

靡

午
tlRい
b

-
m
i
o口
社
梨
久
も

畠．

'-..'.....',"'・，一...,.、
/ / _,・ -ヽ / / .. 

ク
No.17 

〇
希
D

ロ
ロ
屯
表
沿
F
o
g京
0
0
0

書

高さ： 155cm 

原さ： 2Qcm 

幅： 40cm 

粘板岩

No.22 

食
含
§
菜
朴
ん
志
．．，ふ

T

足」R
b
 

右＆瓦
o
ぇ
序
工
ー
9
8

ふ

0
"
D
o
n
―̂sヤ
芯
年
芹
利
ふ
11、
や）

///, ・,.,,,-,,--・/ 

高さ ：92cm 

原さ： lQcm 

7 冗／／／／フ

幅： 27cm 

粘板岩

胃
士

o
o
o
o
n

廷
文
＝サ

No.21 

高さ： 125cm 

厄さ： 12cm 

幅： 40cm 

粘板岩

No.20 

D
o
o
？
台
息
手
苓
珀
含
一
）

-ワ
＼
 `

 r汎ni
。
D

D

 

高さ ：60cm 

厚さ： 13cm 

幅 ：20cm 

粘板岩

高さ ：75cm 
届さ ：9cm 

幅： 35cm 

粘板岩

高さ： 102cm 

犀さ： lQcm 
幅 ：40cm 

粘板岩
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No.24 

No.25 No.23 

幌
鴨

C

E

[

 

-
”
き
士
凡

へ
．
す
討
足
人

翌
J11
仕
ゃ

フ

サ右
包

百K
ふ和;a ヽ
°t 

した

笞 i0 
旅:::. 0 
t., 

6り仇
ッ ．．，，ーノ

／ 

高さ： 74cm 

屁さ： gem 

幅 ：24cm 

粘板岩

高さ ：97cm 

限さ： 5cm 

幅： 24cm 

粘板岩

フー/ I / //元ク//,

高さ： 130cm 

厄さ ：18cm 

幅： 30cm 

粘板岩

AtJ 

f
字
へ
年
十
i
+
U
B

叔
Q

0

0

0

 o
a
 

／
沼
i
L
t
l
A

No.28 

No.27 

□図 No.26 

/ti 

0 O f つ

右 D 'ゞ '"、D -<,. 

” 
．． 

" 0 .I!) 
ゃ 0 O :i 

0 店
o ゞ

迂 令
1l, .,;-
l) • 十
斗°

° 魯を
， ・ー・ー・. ・.- .. . 』 一一・・
/////んグ、．．

字
2.-

さ^¥店、
r

ャ文し

れ
J

危

｛ヤ
八
年

;
q
t
m
u

位
り

i
:L
iキ
名
が
益
l
l
d

0

0

 0
0
 

高さ： 8Qcm 

屁さ ：]Qcm 

幅： 35cm 

粘板岩

高さ： 70cm 

厄さ： 12cm 

幅： 15cm 

粘板岩

高さ： lQQcm 
厄さ： l3cm 

幅： 35cm 

粘板岩



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (18) 

No.30 

No.31 

＼
 

O
L
l
u
!
神
川
祠
9
2

／アウ

高さ： 57 
原さ： 5cm 

／ン,,..ア

幅： 28cm 

粘板岩

No.29 

e o 

子 1危：：

叶土午
-,/ン／／／

高さ ：62cm 

厄さ： 8cm 

幅： 23cm 

粘板岩

高さ： 25cm 

厚さ： 3.5cm 

幅 ：15cm 

粘板岩

No.33 

No.34 

9
ぶ
氣
吏
委
涛
令
字
が
企

羞
呵

ネ
冬
小
ロ

應
K

ふ
t
り
て
ャ

．
o

往
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伍
某
紋

d 走
：4

汎
Q

No.32 

/ 77 7 .、 ，．・ ／

：
 高さ： 72cm 

原さ： ]Ocm 

幅： 27cm 

粘板岩

高さ： 9Jcm 

犀さ： JQcm 

幅： 39cm 

粘板岩

高さ ：45cm 

屈さ： 5cm 

幅： 22cm 

粘板岩
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No.37 

No.35 

No.36 

高さ： 88cm 
厄さ： 15cm 

//'/////  

幅： 28cm 

粘板岩

No.40 

0
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乃
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ネ
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矛
利
＆
以
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手
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尽
．
ぶ
汀
，
工
'
h
1
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ー

1
上

u
序
す
名
唸
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ヽ

高さ： 60cm 

厚さ ：10cm 

¥
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ー

:5
;
 

0

り^

D

O

D

D

E

9

ぶ
令
ェ

go
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d
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幅： 20cm 

粘板岩

ア／

囀

注
L

亨
舟
う
原
ネ
孝
品
g
o汲

a

2
斗
肉
l
l
o
`
f

ユーカ委
P

高さ： 82cm 

厄さ： gem 

幅： 36cm 

粘板岩

No.39 

／
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辻
角
＇
令
ェ
キ

¥
1
1
1可
ぷ
訊
℃

叫
向
梓
や
T
O

、拿

だ

ァ

T
A
、l

尼
永
叉
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石 巻 市文化財 だ より (30) 

▲コヒキ

▲千歯コキ

▲タ コッポ

急速な技術文明の進歩発達によって、社会は激しく変動

しています。それに伴つて生活や労働の形態も著しく変化

し、昔から伝承されてきだ慣行 ・習俗等はほとんど実施さ

れなくなつてきています。

特に、生活や労圏を支えてきだ民具等は、その機能が失

われると紙屑のように捨てられているのが現状ではないで

しょうか。

石巻市教育委員会では、これら失われていく民俗資料や

民具等について、昭和50年度ガら地区岳に調査収集を行い

昭和59年度まで収集しだ民具等を整理し、目録を作成しま

しだ。収集しだ民具等は現在石巻文化センターに収集し保

存しており、合後、文化センターの展示構想の中で展示等

公開をしていく予定です。

調査収集 ・目録作成

石巻市文化財保護委員鈴木東行

石巻地方民俗民具資料収集目録
沢 料 名 採集年月日 採集）也 (ILi所布名．） þÿP™€� 考

ン ロ 力 キ 機 11({53. 10. 26 7/<.i/lllU尺 （片岡イ111イす）

＂ ＂ ＂ （ II ） 

シロカキマンガ 52. 10. 12 南境 （今野駒古）

Teオシシロカキ 53. 10. 26 水i({束沢 （岡 求 'I'-)

稲 刈 機 ＂ 
II （ II ） 

ワ ラ ベ.., キ 機 " ＂ （ II ） 

種マキ機 (J::.) 52. IO. 12 南境 （今野駒，Ii)

ヤ セ ウ マ 50. 9 . 3 祝l]J (杉浦利惣兵衛）

千 l苅 コ キ 56. 8 24 良：野 II向 （奥 ill 方男）

II 54.7.24 水沼西沢 （梅本安迫）

手オシ除収機 53. JO. 26 ノ](i/llltil{()',・1-;iq þÿO8ˆLす）

依 ア ミ 機 II II （森 111 脱弥）

夕 ワ ラ ケ 夕 ＂ 
II （ II ） 俵アミ具

夕 レ パカ マ ＂ 
II (J',・I淵 1111 {子）

ヒ ッ コミマンノウ 52. 10. 12 114境 （松 /II 迎，記）

＂ 54. 7 24 水i/l1Jljil{ (悔本安定）

三 本マンノウ 52. 10 12 南培 （今 阻f・ 駒，'{)



(31) 石 巻市文化財だより

整理
衣 料 名 採集年月 日 採集地 (II]所有者） Wi 考

番号

18 三本マンノウ II召56 8 24 þÿw�‘Î野日向 （松浦登代作）

19 ミ (JU 52. 10. 12 南境 （今 野 駈I Ji) 

20 II 51. 10. 応 川代浜火泊 （消 m 善左衛1"1)

21 卜 ウ フ ノ‘ヽ コ 51. 10 15 田代浜大泊 (.H1 沢村i -) 

22 ス ，，， ガ サ 53. 10 26 水i/J束沢 （森山）艇，；か）

23 手 オ ケ 51. 10. 15 W代浜に斗fl!(阿部敬蔵）

24 力 マ 台 53. 10. 26 水沼束沢 （森山）岱弥）

25 ガ ン ド ウ 52. 10. 12 南境金沢 (ri !j!f- Ui'j- 光）

26 ア ン ド ン 51. JO. 15 出代浜仁中田 （尼形悛 ー）

27 ,, II IH f-ti兵ナ,i(1(W ni m i合）
28 ラ ン プ ＂ W代浜仁1田 （阿部三之函）

29 ザ ン グ 1) 53 JO 26 水沼東沢 (Jt,j 束 fl

30 ＂ 56. 8 . 24 f.(・・阻/-n 111! ( I 月 はぎの）

31 自 6: 鉤 52. 10 12 南境 （今野駒古）

32 サンゴとヒ （悛） 53. IO. 26 水沼束訳 （森山迎弥）

33 ヒ （シオカマス） 56. 8 . 24 J'.i: 月/-日,,,j(翡低 政）

34 ヒ 52. 10. 12 南境 (Vi 沢隆雄）

35 ’‘ ム 53. JO. 26 水沼束沢 （片岡伸行）

36 マ ン ガ 56. 8 . 24 ↓匁閉j・u柏I(r: 汀 t屈 政） 卜

37 フ 1レ ウ チ 53 JO. 26 水沼((;_山1111(((;_山やその）

38 II 56. 8 . 24 þÿw�‘ÎeåT�1111 (杉: i,H itfut'l 

39 シロカキニグラ 52. 10. 12 南塙 （今 野駒古）

40 l'I {i- 鉤 53. JO. 26 水沼束沢 （森山脱弥）

41 除 ' .. !-' 機 52 JO. 12 南埼 （今 朋f・ 邸I ,!i) 

42 紡 ,Ji. II 南坂金沢 (「I 朋/' 11,o;- 光）

43 ふベ ポ ネ 56 8 . 24 j'f野 1:11,,J(, 山 低於 治）

44 "II ，． ・ 綿 カ ケ II II (I周 はぎの）

45 火 鉢 53. 10. 26 7Ki/{Jl0/『((lii,j 束 fl

46 工 サ キ 1) 50. 9 :i 輻i'訊Ii(末水 ((;_ 雄）

47 モ ド ウ シ 53. JO. 26 水沼東沢 （岡 束 ギ）

48 木ニ グラ （シロカキ） 52. JO. 12 伶i境 （今野駒 ，';)

49 二 グ ラ 53. JO 26 水沼束沢 （片岡伸 1j-) 

50 ホ コず ス 50. 9. 3 祝Ill(杉 illi 利惣兵l"IJ

51 ナ コ ウ ド 50 9 . 4 狐崎 ('I' 塚 Ii之助）

52 アミシキダイ II /I （ ＂ ） 

53 ナ コ ウ ド ＂ 
/I （ ＂ ） 

54 糸 ガ エ ン 57 8 . 20 折浜 (f・塚 亥之助）

55 ネ ') ガ イ 50. 9 . 4 4父iJt(Ii可名1, イト月n
56 /I 50 9 . :i 祝田 （釘l Ill 武治）

57 力 イ 57. 8 . 20 折派 （伊 以辰蔵）

58 サ デ 51. 10. 15 L£1fUJU:'1-IH (Lt þÿ_bー 且I,)

59 /I 50. 9 3 況111( 鈴 木 文，'{)

60 夕 モ II 杓ii'ti甫 （末水 ((l_ 雄）

61 II II 

＂ （邸橋 学）



石巻市文化財だより (32) 

整理
沢 科 名 採集年月日 採集地 （旧所有者） 備 考

番号

62 サ デ lll{50. 9 . 4 牧浜 （山 LI ilr,l i磁）

63 ナマコトリカギ 50. 9. 3 祝旧 （杉 ;m 利惣兵衛）

64 // II II （ ＂ ） 

65 タコ 卜 リカギ 55. 7 25 小竹 （阿部力蔵）

66 力 ギ 50. 9 4 狐崎 （平塚吉之助）

67 ナ サ シ 51. 10. 15 田代浜1―:'l・ITI(le, 形 一 郎）

68 9ヽ モ ド 55. 7 . 25 小竹 （阿部力蔵）

69 /I II 

＂ （ II ） 

70 II 

＂ ＂ （ ＂ ） 

71 ＂ 50. 9 . 4 渡波祝III(杉浦 利惣兵衛）

72 ＂ 57. 8 . 20 折浜 （相 沢登代治）

73 ＂ 50. 9 . 4 祝ff!(杉浦利惣兵衛）

74 ウ ン..‘ 50. 9. 3 福i't浦（阿部昭対）

75 II II 

＂ （ II ） 

76 ナ 力 ゴ 57. 8 . 20 1/r iJr; (((!_ ill 厳）

77 ＂ 50. 9. 3 祝田 （阿部源三郎）

78 II 57. 8 . 20 {Jri兵(({!_ ill 厳）

79 ＂ 
55. 7 . 25 小竹 （阿部力蔵）

80 II 57. 8. 20 折浜 (-ti! þÿl¢ 登代治）

81 ＂ ＂ ＂ （ II ） 

82 " モ の 延縄 ＂ ＂ 
(((l. 山 厳）

83 力 ツ ギ 力 ゴ II 

＂ （ I/ ） 

84 セ イ ロ 57. 8 . 20 ＂ ('I' 塚 一 郎）

85 力 二 力 ゴ 55. 7 . 25 4ヽt'r(iiuJ 音II 力 ii&)

86 ポ ... ヶ ヵ ゴ 50. 9. 3 Hllll (l!r. 々,i.: カ）

87 テツギネ （キネ） 57. 8 20 折浜 m 11{ mtir, > 

88 干本ギネ （キネ） 53. JO. 26 水沼求沢 （岡 束ギ）

89 II 

＂ 
II （ II ） 

90 ＂ 
57. 8 . 20 折浜 (,I'll 沢登代治）

91 ノ‘ ネ ゴ 50. 9. 4 牧浜 (iJJ 「I il(i( i磁）

92 ヒ ツ コ 51. JO. 15 1-H代iJUi(I(.fll 沢粕 ー）

93 ヨコピツ （ヒツコ ） II 

＂ （ ＂ ） 

94 包 ―r サ シ II II （ II ） 

95 ツ 9レ ペ II II （ II ） 

96 ザルアゲダイ II II （ II ） 

97 拍 (・ 木 53. 10. 26 水ii{求沢 （森 111 脱弥）

98 コナヒキウス SJ. 10. 15 田代浜J.:.i(I(ti! 沢粕ー）

99 ヒ キ ウ ス ＂ 
II （ II ） !.i.11打）II 

JOO ラ ン プ ＂ 
/I (Ht LIi 光郎）

IOI ・;1; ,,, 
f,l .『.J ' ・ 器 ＂ ＂ (ii!. IJJ いち）

102 ア ノ＜

＂ 
II (ilt LIi 一 雄）

103 ス ノ コ （府） ＂ 
II (ilt Ill いち）

104 コ ヒ キ ＂ Ill代浜I:llll (阿部 三之似）

105 ノ‘ ラ

｀ 
51. 10. 15 HI代浜（←：'I・「LI(中II 沢幸雄）



(33) 石巻市文化財だより

闘 夜 料 名 採集年月日 採集地（旧所有者） 備 考

106 ア ノ＜ 11召51.JO. 15 田代浜仁斗田（相沢幸雄）

107 サ ラ ＂ ＂ （ II ） 

108 サ 力 ダ Jレ I/ Fl]代浜大泊（相沢籾 ー）

109 フ コ・ 50. 9 . 3 祝1:1] (杉 浦利惣兵衛）

110 スカ リ（ヤス カリ ） ＂ 栢Htilli(I呵 名II U寺#)

Ill ノ ') ダ ケ II 祝田 （杉 jflj 利惣兵衛）

112 梢火用ボンプ II 鹿立（平塚 利右衛l"l)

113 桑 ベ△̂  l) 包 丁 52. JO. 12 南境 （今野駒吉）

114 糸 卜 リ ＂ 南境金沢 (B 野泊光）

115 ii'i 品 器 53. 10. 26 水沼束iii(岡 束平）

116 ロ マ ワ リ II II 

＂ （ II ） 

117 サ デ 50. 9 . 3 祝田 （須田武治）

118 鉄 ピ ン ＂ ＂ （杉 illl 利惣兵衛）

119 ヒ ツ コ ＂ ＂ （阿部政治）

120 力 キ ノ‘尋 サ ミ ＂ ＂ （佐々木 カ）

121 工 イ ジ コ ＂ ＂ （阿部政治）

122 （ 沖 11i 手 袋 ） ＂ ＂ （ II ） 

123 ワ 夕 シ ガネ ＂ ＂ （鈴 木 文古）

124 ア パ （ウキ ）

125 テングサカギ 50. 9. 3 牧浜 （阿部久男）

126 イ シ ヤ リ ＂ 
II （山田源蔵）

127 ゴ 卜 ク ＂ ＂ （阿部金三郎）

128 ロ グ イ II II （山 ffl 源蔵）

129 イ レ ノ‘ ラ ＂ ＂ （ II ） 

130 エナガ（ナガエ ） ＂ 
II （山口光男）

131 ノ‘ 工 I、 リ ＂ ＂ （閑島砧雄）

132 弁 当 符i ＂ ＂ 
133 ホ 夕 テ 力 コ・

＂ 
II （阿部金三郎）

134 夕 コ 力 コ・
＂ Hllll (!Ii. 才々＜ カ）

135 シタナガカゴ ＂ t,¥ i't蒲l(l;iiJ 音II 11寺 J.7-)
な

136 縄 力 ゴ ＂ i左m(iii m fJ拷各Jl)J)

137 ア ワ ピ 力 コ’ 51. 10. 15 W代浜大i(I(111 沢粘 ー）

138 シッチコ（ 汁 器） 53. IO. 26 水沼束ii{(岡 束平）

139 高 足 ゼ ン 52. LO. 12 南税 （今野駒平）

lヽ10 ヒ ッ コミマンノウ ＂ 
II （ ＂ ） 

141 デ イ ス ガマ 50. 9 . 3 祝FF!(杉 浦利惣兵衛）

142 夕 コ ツ ポ ＂ ＂ （ ＂ ） 

143 ノ 1) ス II // （ ＂ ） 

144 力 ツ ツ ア ＂ 
II （鈴木文古）

145 手 力 ,.-f 

＂ ＂ （杉 iili ,f,IJ惣兵衛） Jく、小 2個

146 セ ミ ＂ 
狐崎 （阿部 l0l -) 

147 チンチョ（タルカツギ） ＂ 祝Ill(杉 i,li 利惣兵衛） 裕巡船に用いる

148 (I反 mt 棉 識） ＂ 狐崎 （阿部 貞 ー）

J.19 ナ 力 ゴ ＂ 
II ('I' 塚 勤）



石巻市文化財だより (34) 

整理 ft 科 名 採集年月日 採集地 （旧所有者） 伽 考番号

150 ナ 力 ゴ II召51.10. 15 田代浜仁斗田 （尾 þÿ_b 一 郎）

151 ヨ コ ピ ツ /I 

＂ （阿部 三之返）

152 ’‘ モ ド II II （高橋 学）

153 ナ コ ウ ド II 11 （尾形 一 郎）

154 ノ‘ モ ド /I 

＂ （ II ） 

155 ＂ ＂ ＂ （尾形俊 一） 3個

156 ナ 力 コ’ 50. 9. 3 福i't浦 （阿部武夫） タラハエナワ

157 II II II （ ＂ ） ハモドハエナワ

158 II /I II （ ＂ ） タラハエナワ

159 力 メ ＂ 牧浜 （阿部与吉） タコ釣）Tl

160 ア ノ＜ II II （山口光男） (311月）ウキ

161 ア ，、ヽ
II 

＂ （豊島義雄） 大 （ガラス玉）

162 II /I 

＂ （ ＂ ） 小 （ガラス」.i.)

163 オ ワ ン II II （ ＂ ） 大

164 II II II （ ＂ ） 小

165 力 ツ ツ ＂ 
II （阿部時封） 染科

166 力 ワ ’‘ ギ II 幅i'tiill(阿部金一）

167 釣 ZI・ II 

＂ （阿部 雄） マグロ

168 テ ン ピ ン 50. 9 . 4 ＂ （困j 橋定義） いか釣用

169 II II 

＂ （阿部辰三郎） II (ツノ 4個）

170 /I /I 

＂ （沿ir, 屈寇r-J-i.f!JI) II 

171 ＂ ＂ ＂ （ II ） II (ツノ 8個）

172 ツ ノ fl 

＂ （阿 部定雄） II 

173 イ シ ヤ 1) 

＂ ＂ 
(I呵音II 留治） たこ釣用

174 ＂ 
/I II （ II ） 

＂ 
175 テング サカギ II 

＂ 
176 ノ＜ ン ド ウ 50. 9 . 3 祝lfl(阿部政治）

177 テング サカギ 50. 9 . 4 竹浜 （平 塚裕一）

178 ノ‘ モ ド ＂ ＂ （ II ） 

179 ヘナとヘナ イi
＂ ＂ （ II ） ハモ ト‘延縄用

180 ’‘ ヤ シ ＂ 牧浜 （阿部金二郎）

181 （釜の）フ 夕 50. 9. 3 ＂ (r!I. I』 'i:i M[) 

182 " モ ド 51. 10. 15 田代浜仁斗-ill(尾形伊，；;;) 

183 ＂ 
184 ミ ズ 夕 Iし 51. 10. 15 III代浜）,if.I (相沢精 ー）

185 オ ミ キ 夕 Jし II II （ ＂ ） 小 ・記銘あり

186 JI II II （ I/ ） 大 ・ II 

187 ヽ ズ 夕 Jし II 

＂ （ II ） 

188 トパアミダ イ II II （ II ） 

189 ドパアミのツツロウ 51. 10. 15 ＂ （ II ） 

190 オ ゼ ン 50. 9. 3 狐崎 （平塚令吾） サカゼン

191 II II II （ ＂ ） 
＂ 

192 ＂ 
II 

＂ （ ＂ ） 
＂ 

193 T- IH コ キ 52. JO. 12 南境 （今 野 駒 吉 ）



(35) 石 巻 市文化財だより

整理
預 科 名 採集年月日 採集地 (I日所有者 ） 備 考

番号

194 糸アキ （カセ） IT[{52. 10. 12 南境 （日野 II# 光）

195 閻 類 箱 I/ 

＂ （梶原良興）

196 メ ガ ネ 51. 10. 15 田代浜大泊 （札I沢粘 ー ）

197 II 50. 9 . 3 祝田 （杉浦 利惣兵衛）

198 ア シ ナ ガ 51 10. 15 田代 浜仁斗田（阿部啓蔵）

199 コヤシマンノウ 52. 10. 12 南境（今野駒吉）

200 工 ン.. コ 51 10. 15 田代浜大泊 （津 田 忠雄）

201 伯号 （赤 ）ランプ
’’ ＂ （律田いつ）

202 カン パン 布 地 II II （ ＂ ） 

203 ツ ノ II 

＂ （ ＂ ） ¥,、か釣用

204 卜 ウ フ
,, 

コ ＂ ＂ （朴:l i尺村l-) 

205 II II 

＂ （ II ） ふたつき

206 干 歯 コ キ ＂ ＂ （ ＂ ） 

207 þÿy^ 箱
＂ 

II （ ＂ ） ペントウ箱

208 
｀` 

ズ 夕 Jレ
＂ 

II （ II ） 

209 ミ ソ ヘ ラ ＂ ＂ （ II ） 

210 ヽ ズ 夕 ）し II II （ II ） 

211 オ ミ キ 夕 Iレ II 

＂ （ " ） 

212 モ ロ ミ ク ミ II II （ II ） 

213 ハカ リ ・ マス
＂ ＂ （ II ） 2.5合

214 ＂ 
II 

＂ （ ＂ ） 1合

215 包 丁 II /I （ ＂ ） 

216 II /I 

＂ （ I/ ） 

217 コ ク 箱
＂ ＂ （ II ） 

218 ウ キ ア ノ＜

＂ 田代浜に斗田 （尾 Ifク 一 郎 ） 刺網)fl

219 ＂ 
11 II （ ＂ ） II 

220 ヒ ノ シ ＂ 
II （阿部 三之ffe) II 

221 テ ン ピ ン ＂ 
II ( tl If; fJf ぅーと）

222 II 

＂ ＂ （尾形荘 JI}J)

223 力 メ ＂ 
II （尾形一郎）

224 オ モ ') イ シ ＂ 
II （尾 If:- AI JlJJ) こしき用

225 イ ケ ス 力 コ≫ 50. 9 . 4 牧浜（山口源 蔵）

226 ウ ベ.,,_ 夕 Iレ II 

＂ （山口岩男）

227 シャコイケカゴ ＂ 福貴浦 (r, 可音II 怜）

228 シタナガ カゴ ＂ 
II （阿部金 11,'i)

229 ア ミ 筒（ カ ゴ） II II （阿部与吉） 自製

230 チ ン チ ヨ II II （山口源 蔵） ＂ ナ

231 タ ラ縄 ギパ （アパ ） 50. 9 3 ＂ （阿部菊次郎） にら縄用

232 力 ドランプ II 

＂ （糾j t屈 学）

233 テ ン ピ ン
＂ 

II （末氷 亀雄） しヽ か釣月1

234 ツ ノ II II （ ＂ ） II 

235 II II 

＂ （ ＂ ） 自製

236 II II 

＂ （ ＂ ） II (2コ）

237 II 

＂ ＂ （ ＂ ） ＂ 
(2コ）



石巻市文化財だより (36) 

整理
衰 科 名 採集年月日 採 集地（旧所有者） 備 考番号

238 ツ ノ II什50. 9 . 3 輻i'till1(末永 ((i 雄 ） 自製 (3コ）

239 ＂ ＂ ＂ （ ＂ ） ＂ 
240 II II II （ ＂ ） ＂ 
241 /I 

＂ 
II （ ＂ 

） いか釣用

242 夕 コ ツ ポ II 

＂ （阿部義雄）

243 ＂ 
II II （阿部 一 夫）

244 ナ 力 ゴ II 祝田 （阿部源三郎）

245 ポ ラ サ シ 網 ＂ ＂ （佐々木 カ）

246 II 

＂ ＂ （ ＂ ） 

247 アワピイケスカゴ ＂ 
II （杉浦利惣兵衛）

248 イ ワイ （祝 ）ダル 58 8 . 22 月浦 （祐j 橋孝ー）

249 ＂ ＂ ＂ （ II ） 

250 湯 卜 ウ ＂ 
II （ II ） 

251 チ ョウシ （銚 -(-) ＂ ＂ （ ＂ ） 小
ヽ

252 チョウシ （銚子 ） ＂ 
II （ II ） ),: 

253 火 il'i し ガ メ ＂ ＂ （高橋うめ）

254 （テ プ ク ロ） II II （大井酉 ー） 防寒柏こぎ用

255 カギのソウ （カギツルシ） ＂ 
II 阿部よし子

256 ロマルのダイ
＂ ＂ （ ＂ ） ゴトクの代 り

257 ツ 1) 

＂ 
／／ （ ＂ ） 自在釣の部品

258 火 ノ＜ シ ＂ 
/I （ ＂ ） 

259 火 鉢 ＂ ＂ （翡橋 )f・ 一）

260 {!r- 類 箱 II (fl （邸橋輻七）

261 ツノキリ （イカリの ） ＂ 
/I （大井酉 ー）

262 ウ ジ イ 力 1) 

＂ ＂ （ II ） 

263 鉄 ピ ン
＂ 

II （阿部義硲）

264 手 ア ソ ピ II 

＂ 阿部よし子

265 II II II （邸低孝ー）

266 ロ マ Iレ II II （阿部よし子）

267 ネコアンゼン ＂ 
II （翡橋孝ー）

268 石 袖 ラ ン プ II II （大 井西 ー ） 西洋ランプ

269 釣針・パケ・トンポの釣針 ＂ ＂ （オ"'ii{ ブI( 且IS) 鰹釣用、ピンナガ釣

270 カ サネドンプリ ＂ ＂ （高 橋孝 ー） 3個 l組

271 オ ミ キ ス ジ II 

＂ （ ＂ ） 

272 サ 力 ヅ キ I/ 

＂ （ II ） 

273 
＂ 

58. 8 . 22 ＂ （ ＂ ） 

274 " 工 I、 1) II 

＂ （阿部義邸）

275 キ ユ ウ ス 51. 10. 15 田代浜大泊 （津田忠雄）

276 サンゴサカヅキ ＂ ＂ （ 
＂ 

） 

277 サ 力 ヅ キ ＂ 
II （ ＂ ） 

278 漿 i1!1 サ シ ＂ ＂ （ 
,, 

） 

279 夕 ン ボ ア ゲ II 

＂ （ ＂ 
） 

280 ワ ク ＂ 
II （ /I ） 

281 ウ キ ダ マ ＂ ＂ （ ＂ ） 3個



(37) 石巻市文化財だより

整理
森 科 名 採集年月日 採集地 （旧所有者） 備 考

番号

282 ア " ヽ IJ II召51 10. 15 1-U代浜大泊 (i」t III 忠 雄 ）

283 ア ゲ・
＂ 

II （ I/ ） 

284 ナ ゲ モ ＇） ＂ 
II （ II ） 

285 悴 力 ギ II II （ I/ ） 

286 ウ ン..‘ 

＂ 
II （ II ） 

287 ノ ン コ ＂ 
IJ （ ＂ ） 

288 メ ン ザ )レ 59 II (ilt Lil とよの）

289 II II 

＂ ua þÿvøl¢kf–Ä

290 ラ ン プ II II （ ＂ ） 

291 豆． ラ ン プ
＂ 

II （ ＂ ） 

292 ダ イ ス ガマ ＂ 
II （ ＂ ） 

293 セ イ ロ ＂ 
II （ II ） 

294 ... -.- ネ 59. 
’’ 

（ ＂ ） 

295 ヨ コ ヒ ツ ＂ 
II （ ＂ ） 

296 テ ツ キ ネ II I/ （ ＂ ） 

297 干 （柑 コ _,_ "" ＂ 
II （ ＂ ） 

298 ＂ ＂ 
II （ II ） 

299 イ シ ヤ ') 57. 8 . 20 折浜 （相沢登代治） たこ釣具

300 糸 → þÿŽÊ II 

＂ （亀山 tD ,'{) 漁縦Im

301 ワ ラ ス グ ') II II (((!. 111 厳）

302 イ ン ヤ ＇） II 

＂ （平塚太郎） たこ釣用

303 プロ ソ ク （帆谷き） II 

＂ ((fl ill 厳）

304 フ ヨ 切 板 II I/ （がY ir{ {lJU台）

305 ア ノ‘， ') /I II (((l. 111 厳）

306 ＂ ＂ 
// （ II ） 鮪のillぷt紺］用

307 ロ グ イ II II ((()_ I廿 厳.if, しii.且II) 2コ

308 テ・ングサカギ ＂ ＂ （ ＂ ） 

309 本 ヤ ス ＂ ＂ （相沢已代治）

310 ホ ヤ 力 ギ II 

＂ (((l. ILJ 健蔵）

311 テ ン ピ ン ＂ 
II (((l_ 山 厳） たこ釣用

312 II II 

＂ （ ＂ ） ＂ 
313 セ ン ペヤ ... ベ

＂ 
II （ II ） 

314 ク ケ ダ イ
,, II (((l_ 山と し）

315 十 （縄） II II （相沢登代治）

316 イ 1) " ラ I/ II （ II ） 船具

317 II 55. 7 . 25 4ヽ竹 II 

318 II II 

＂ 
II 

319 ロ ス コ （ログイ ） ＂ ＂ 
320 コナ （小縄） パ リ ＂ ＂ 
321 イ ナ ダ釣針 II 

＂ 
322 卜 "I ノ＜

＂ ＂ 究釣｝廿

323 ア ゲ II 

＂ 紺禅IJII

324 ア ’‘ . 1) 

＂ ＂ 
325 ＂ 

51 10. 15 田代浜仁斗Ill



石巻市文化財だより (38) 

掻埋
森 料 名 採集年 月日 採集地（旧所有者） þÿP™ 考番号

326 マ グ ロ 釣 H 11({5). 10. 15 田代 浜1-:'I・HI(阿部 久）

327 ツ ノ ＂ ＂ しヽ か釣m
328 糸 デIつ

キ ッ ノ ＂ ＂ （阿部 久） ＂ 
329 卜 ツ ,{ 55. 7 . 25 小竹 鰹釣r「J
330 ア " 令 リ 51. 10. 15 fl! 田代浜仁斗田出 紺網用

331 ア ゲ II 

＂ 
332 糸 ア ... ベ

＂ ＂ 
33:l ツ ノ ＂ ＂ 3伽l

334 ア ゲ II 

＂ 
335 ア ツ ... ベ. 力 ゴ 57 8 . 20 1/ri兵 (((l_ Ill 厳）

336 メ グ ン 竹 II 折浜 (・fl. 塚賢之助） /Ji!T.(イワシ乾燥）8本

337 ヤ ス II 

＂ ((Cl. 山 厳）

338 アシナガゾウリ II 

＂ 
(・jf. 塚亥之助）

339 コ ン ノ‘ ス ＂ ＂ (((l, ill 巫ぷ翡I)

340 アI ’‘ ． '} II 

＂ 
34] テッカ ・フゴザル・小）J

＂ 
II （平塚亥之助） 栗の採船具

342 泣 9II ゞ 人 れ符i II II （相沢登代治） 沖用

34;3 沖 ペ ン ト ウ （パコ ） II II (((!_ 111 厳）

344 糾ヨリキカ イ II II （ ＂ ） 

345 二 ン ン 刺 網 II II （ II ） 

346 テングサカギ II II （平塚腎之助）

:{47 キ ネ 58. 8 . 22 J hill (名Ir þÿOÝ0�T	Y*•Î
（ヨリ）

348 縄 ナ 工 機 械 ＂ ＂ （泊j 依孝 ー）

349 ヤ セ ウ マ 59. 旧代派*ir1<m沢武雄）

350 シ ロ 力 .>-ベ 機 ＂ 
II 

351 コ ヒ キ 50. 9 . 4 牧浜

352 I、1 {t: 鉤 58. 8 . 22 }―] i1li (i:111 1 I þÿN-0�y•d,) 

353 二 ポ シ 力 ゴ ＂ ＂ （翡低孝 ー）

354 II 

＂ ＂ （ ＂ ） 

355 セ イ ロ
＂ 

II （ I/ ） 

356 ＂ 57. 8. 20 折浜(((!. 山 厳）

357 縄ヨリキカ イ 58. 8 . 22 JI浦 （大井酉 ;-n カキぅ洛ii/1:J廿

358 コ メ ピ ツ JI II （ // ） 

359 力 ス ク ダ -f ふ II II （ II ） 製造Im」

360 水 ガ メ JI 

＂ 
(,:・:i I, 屈うめ） IJII工

361 ナ ガ モ チ ＂ ＂ (!iii) 音11 ょし子）

362 モ ツ コ ＂ ＂ （大井酉 ー）

363 力 ギ 竹
＂ ＂ 

(j;oJ 音,, よし子）

364 サ 力 ズ キ.,,. 52. 10. 12 南J応（日阻（・ Iii'/ 光） ,]ヽ

365 ＂ ＂ ＂ （ II ） 人・

366 夕 ン ポ II 

＂ （ // ） 

367 ユ ド ＂ ＂ （ II ） 

368 力 夕 ク チ ＂ 
II （ ＂ ） 

369 ヒ ノ シ 57 8 . 20 折浜（ 相 沢 登 代 治） アイロン



(39) 石巻市文化財だより

整理 ft 科 名 採集年月日 採集地（旧所有者） 餅j 考
番号

370 糸 マ キ ワ ク 11/552 10. 12 南境 (II 野 lli'j- 光）

371 ワ ラ ジ 55. 7 . 25 小竹

372 卜 パ（カミ）ケタ 51. 10. 15 Ill代浜大i(I(相沢梢 ー） N叫 88、189と糸ll介せ

373 T・ 本 ... -1' ネ
＂ 

II （ ＂ ） 

374 マ ン ゴ ク 53. 10. 26 水沼束沢

375 千 (>Iii コ ギ 54. 7 . 27 ＂ （悔本安 ,U

376 T-t祢コギとダイ 59. 山代浜大泊

377 II 

＂ 
II 

378 足 踏 IIJI. 役機 ,, II 

379 ＂ 
57. 8 . 20 す）þÿb˜m\ÿ�vøl¢登代治）

380 
＂ ＂ 

II （ ,, ） 

381 タテピキノコギ リ 51. 10. 15 111代浜大i(I(ilt 111 忠雄）

382 セ イ ロ 59. ＂ 
383 ナ ペ 52. 10. 12 南境

384 夕 力 ゼ ン 53 10. 26 水沼東沢

385 カイセキ ゼン 52. 10. 12 怜i境 （今阻f・ 駒 ,'{)

386 ツ ヅ ラ ＂ 
II （日 野晴光）

387 夕 ン ガ ラ 53. 10 26 水沼束沢

388 クワキリ （オシキリ） 52. 10. 12 南境

389 二 グ ラ 53. 10. 26 水沼束沢 þÿ™¬ŽÊ™¬u(

390 ＂ ＂ 
II 一般述掛1m

391 シロカキニグラ ＂ 
II þÿ™¬u(

392 II 

＂ 
II 牛用

393 工 ン.. コ II II 

394 T- m コ キ ＂ 
395 ヒ モ ゴ 56. 8 . 24 真野日向 (,:・:; t屈 りきよ）

396 " , ン ド ウ 53. 10. 26 水沼東沢

397 II 56. 8 . 24 真限/'El1/,J (心j t, 屈泰治） ,jヽ

398 ＂ 
II // 奥津芳男 大

399 " ン テ ン II 真野日向 (奥 ;It 多.'JH・l 以物

400 ＂ ＂ II （ ＂ ） 冬物

401 ,, 53 10. 26 1J<i/i JlUn 女子Ill

402 チャンチャ ン コ ＂ ＂ 
403 ノ‘ ン テ ン ＂ ＂ 

男{-川

404 II II 

＂ 
女 (・nl

405 li}j 火 J-lj ボン 7 ＂ II （岡 東,,!.)

406 タ コ I・ リカギ 50. 9. 3 祝IIJ(杉浦 利惣兵衛）

407 ワカメキリ カ マ 51. 10. 15 lllf¥'.iJU、:ir1iJ'- (Ji)カも刈 る）

408 ＂ ＂ II （ II ） 

409 力 ソ ツ → I 50. 9. 3 祝Ill(杉 i1H 利惣兵衛）

410 ロ （船） 57. 8 . 20 折浜（伊必辰,;成）

411 ＂ 
50. 9 . 3 祝!JI(杉 i11f 利惣兵衛 ）

412 イ 力 ツ リ 'i'-= 50. 9. 4 牧浜 （末永 'it!liJ!li) 

413 手 モ ツ コ 53. 10. 26 水ii{束沢 （森山殷弥）



石巻市文化財だより (40) 

受 贈 図 書

昭和61年 1月,...__,12月受領分

t
'
 

‘,
-
r,'
 

名 編著者・寄贈者 忠 名 編著者・寄贈者

函城の占民家 宮城県教n委且会

窮城のカマ神 （分布乱りfi:報告） 1恨i城県文化財保渡協会

、出城県文化財,il.¥lfl:報告書111集　宮城県教育委員会 会

田柄貝塚 (I土器逍構 II 骨角
牙製品 Ill土製品石製品）

同第113兆塩釜漁池第七次旅備

計画及び港湾整備特別会計事業業

関連1-lll発調ff.報告 （新浜遺跡）

同第114集今熊野直跡II (縄文、I ,, 

弥生紺）

同第115集旦理町畑中貝塚 (』i, I ,, 

森沢砂防流路工事関連調査報告書

同第117集七ヶ1社町小梁川逍跡 I II 

（逍物包含府土器編）

同第118集窮城町観音堂逍跡、 I " 

新宮前逍跡

司第119集若柳町紫の脇遺跡、 I II 

嗚瀬町里浜貝塚等 （昭和60年度

詳略分布泄lff.に伴う発掘調介報

'r-';・) 

圃第120梨東北横lりif'.I 自動車道遺跡 " 

跡調牡報告，!H

昭和59年度年報 東北歴史衣料館

研究紐災 第11咎 I/ 

昭和60年度年報 II 

東北歴史ft料館森料躯16、馬場 II 

閲A辿跡 I

文』： 目録第三集（門傳 家文}[I) II 

I/ ( I/ 11) I/ 

東北文化研究所紀要第17号 東北学院知芹糾t文化研究所

＂ 
第18号

白鳥省吾の甜とその生illi

歴博 (15-19)

II 

II 

小i(I追跡 河北地区教fr委員会

牡鹿郡函御改，1r-上 女川町板低山照源寺

愛島東部lr:I凌ii'l跡群・沿跡詳細 名取 rfi教 fr委 H会

ク｝オ1uJUf.ll

松山町の文化財第 1梨

一般県逍大島線改良工：J-; に伴う I気仙沼市教育委且 会

駒Ifあ雌跡発掘調ff.

山玉囲Ii直跡保存修埋工：ド報告占 ― 迫町教脊委員 会

古文i射泄I在報告料第 1兆 女 Ill町教有委 U会

多賀城市文化財調査報告第９集 m 多賀城市教育委貝 会

山工逍跡

同第10兆 山土逍跡

問第11集泊j的滋跡

いわきの条里制沿構調介報告.;i_::

兜館町教 n委員会 北上川流域古代仏教の型地

国立歴史 民俗博物館II I El兄山極楽寺

松 山 町教 fj'委且会II悔の絵馬）艮図録

＂ 
＂ 

明治前期の瑞巌寺展 瑞巌寺 Ni物館

瑞巌寺博物館年報 II 

北」・..和質地方の絵！！油/Jf 北 J.:市 立博物館

日本の美術掬磁 （中世紺） 至 文 宜

図説•発掘が話る日本史(I) 新人物往米社

砂駐戸脱川館調1f.慨要 勅いわき市教行文化・j沼逍i

史跡根城跡発掘調査報告書Ⅷ 八戸市教有委 は 会

梁谷逍跡群発掘調:1f.報告 大窃市教脊委員会

束北原逍跡発掘調ff.報告 II 

大宮市遺跡調査滋会報告第15集 大宮市逍跡諜Iff. 会

同第16躯 西大函バイ パスNo.4 11 

島立南梨遺跡 松本 市 教育委貝会

竹渕• 南原逍跡 II 

tll梅渡滋跡 II 

島内遺跡群•上平瀬逍跡群 II 

推定i諄楼l昼l府第l叫次泄J:fi. II 

巡台逍跡 II 

岡田西媒逍跡 II 

島立条m的瑣構 If 

宮渕本村追跡 (jj且構紺） II 

いわきの城館跡調介報告苫 いわき市教行委貝会

賢治ウナギ生息地調ft報告，Jr. I/ 

＂ 
北 I'.―市立栂物 館

鹿加Iiのぶんかざい 鹿沼市教宥委 J,..(会

いわき市月l_ii&文化財調牡報告 いわき市教行委は会

弘源、'i'貝塚

館報第 7号 I J-奇王県立歴史森科飩

大船渡市立 1,/J物館



(41) 石 巻 市 文 化 財 だ よ り

▽
第
一
号

〈
田
代
特
集
〉

昭
和

49
年

1
月

1
日

仁
斗
I
l
l
貝
塚
の
慨
観

（楠
本
政
助
）

令
石
文

・
経
塚
に
つ
い
て

（佐
藤
雄

一）

平
塚
八
太
夫
文
It11
に
つ
い
て
（
木
村
敏
郎
）

m代
島
の
神
社
仏
閣

（
三
毛
末
祓
）

淡
パ
ト
刈
山
所
在
古
碑
群
の
移
転

▽
第
二
号

〈特
集
•
市
内
文
化
財
の
現
状
〉

昭
和

49
年

5
月
10
日

埋
蔽
文
化
財
の
現
状
（
木
村
畝
郎
）

石
光

J

市
板
碑
の
現
状
（
佐
藤
雄
一
）

石
咎
rli
の
自
然
林
ー
現
状
と
保
淡
に
つ
い
て
ー（
佐
々
木
翌
）

近
世

・
近
代
衣
科
の
現
状
（
石
垣
宏
）

住
吉
の
旧
も
利
家

（邸
橋
勇

一
郎
）

“
光
J

鋳
銭
楊
と
斉
太
郎
節

（
石
島
杞
犬
）

恨
岸
地
区
民
俗
沢
料
調
介
報
告

（鈴
木
束
行
）

▽
第
一
＿
一
号

〈
昭
和

49
年
度
文
化
財
調
査
概
報
〉

昭
和
50
年
3
月
29
日

翡
木
観
音
韮
板
碑
群
調
介
の
慨
要
（
佐
森
雄
一
）

近
世
の
古
文
書
－
鹿
立
•
平
塚
文
因
ー
（
石
垣
宏
）

祝
田
浜
民
俗
凋
介
報
告
（
鈴
木
束
行
）

牧
山
地
域
の
植
生
に
つ
い
て

（佐

々

木

皿
迄

▽
第
四
•
五
号

〈多
福
院
特
集
•
昭
和

5
0年
度
文
化
財
調
査
〉

昭
和

51年
6
月
20
日

日
佐
山
多
福
院
の
板
碑
群

（佐

111雄
一）

多
福
院
文
書
•
そ
の
他
の
文
化
財
に
つ
い
て
（
石
垣
宏
）

石
咎
市
稲
井
地
方
の
地
竹

（高
低
泊
治

・
竹
原
祐
柚
）

束
浜
地
区
生
産
民
具

（漁
11．ハ）
収
狛
調
介
報
告
（鈴
木
束
行
）

稲
井
地
区
古
文
11
り
分
布
調
代
（
石
垣
去
）

石
咎
の
店
蔵
ー
w
9
低
茶
舗
ー
（
古9
橋
-aj
一
郎
）

▽
第
六
号

〈
昭
和

51年
度
文
化
財
調
査
特
集
〉

昭
和

52年
11月
25
日

方
孔
石
に
つ
い
て

(
i
"
1
橋
渭
治

・
ぷli
原
祐
輔
）

石
光

J

市
狐
綺
惰
刈
浜
板
碑
群
調

ft
報
告

（佐
藤
雄

一）

川
代
島

f
塚
文
It"
H

録
に
つ
い
て

（石

虹

宏

）

田
代
島
民
俗
沢
料

・
民
IIパ
収
集
調
代
報
告

（鈴
木
束
行
）

▽
第
七
号

〈
埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘
調
査
特
集
〉

昭
和

53
年

3
月
31
日

狐
崎
ス
ケ
カ
リ
浜
瑣
跡
の
発
掘
瀾

it
I
漁
港
関
辿
追
路
建
設

に
か
か
る
緊
急
調
牡
ー

沼
津
貝
塚
の
発
掘
湖
介
ー
史
跡
標
識
設
平
lLL
部
分
発
掘
調
介

I

梨
木
畑
貝
塚
の
発
掘
湖
介
ー
人
骨
埋
葬
状
況
調
介
ー

▽
第
八
号

〈
昭
和

52年
度
文
化
財
調
査
特
集
〉

昭
和

54年
3
月
31
日

大
浜
逍
跡
発
掘
湖

ft
（木
村
敏
郎
）

古
文
t
l
分
布
調
介
報
約

(
“

虹

宏

）

南
境
地
区
民
俗
沢
料
・民
具
収
船
瀾

ft報
告

（鈴
木
束
行
）

巨
樹
•
名
木
等
分
布
調
査
報
告
（
佐
々
木
豊
）

▽
第
九
号

〈
昭
和

53年
度
文
化
財
調
査
特
集
〉

昭
和

55
年

3
月
31
日

ギ
形
山
根
貝
塚
発
掘
濶
介
報
告

（木
村
畝
郎
）

古
文
占
分
布
調

ft報＂い

（
“

虹

去

）

水
沼
束
沢
地
区
民
俗
民
lI
パ
収
集
調
介
報
告
（
鈴
木
束
行
）

鋳
銭
場
沢
料

「金
局
公
用
志
」
に
つ
い

て

(
“

匝

広

）

▽
第
十
号

〈
昭
和

54
年
度
文
化
財
調
査
特
集
〉

昭
和

56年
3
月
31
日

打
巻
市
指
定
文
化
財
に
つ
い
て

占
文
K
り
分
布
調
外
報
告

(
“
hl

宏
）

水
沼
西
沢
地
区
民
俗
民
IIパ
収
集
調
介
報
告

（鈴
木
東
行
）

南
境
館
跡
測
砒
瀾
介
報
告
（
木
村
畝
郎
）

▼
第
十

一
号

〈
昭
和

55
年
度
文
化
財
調
査
特
集
・
小
竹
浜
地
区

石
巻
市
文
化
財
だ
よ
り
既
刊
号
案
内

の
文
化
財
〉

昭
和
57
年
3
月
31
日

石
巷
市
指
定
文
化
財
に
つ
い
て

板
碑
分
布
梢
密
調

it報
告

（佐
森
雄

一）

古
文
K
り
分
布
調
在
報
告

（
石

疸

宏

）

小
竹
浜
地
区
民
俗
民
IIバ
収
船
調
介
報
告

（鈴
木
束
9fl
)

弁
天
励
柚
生
調
在
報
告

（佐

々

木

皿
3
)

▼
第
十
二
号
昭
和

58年
3
月
31
日

石
YRJ市
指
定
文
化
財
に
つ
い
て

南
境
地
区
の
板
碑

（佐
藤
雄

一）

モ
ク
ゲ
ン

ジ
の
分
布
状
況
調
介
報
岩

（佐

々

木

翌

）

越
田
台
逍
跡
発
掘
瀾
介
報
告

（木
村
敏
郎
）

真
野
日
‘
fulH
彩
民
俗
森
料
調
仕
報
告

（鈴
木
束
行
）

上
松
山
洞
窟
跡
発
掘
湖

ft
の
概
炭

（三
宅
米
議
）

▼
第
＋
＝
一
号
昭
和

59年
3
月
31
日

稲
井
大
瓜
地
区
の
板
碑
分
布
調
介

（佐
藤
雄

一）

月
浦
民
俗
民
IIパ衣
料
調
介
報
告

（鈴
木
束
行
）

市
内
に
あ
る
日
本
の
爪
吸
な
植
物
群
に
つ
い
て
（佐
々
木
数
）

t
利
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
所
蔵
文
占
ー
伊
逹
家
文
K
り
い
(
“
坦
宏
）

▽
第

十

四

号

昭

和

60年
3
月

31
日

真
野
＂
冗
原

・
令
那

111F
谷
寺
総
合
湖
介
報
告
ー
そ
の

一
ー

（佐
藤
雄

一）

毛
利
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
所
蔵
文
れ
り
ー
伊
逹
家
文
k11
切（石

虹

宏）

文
化
財
め
ぐ
り
・
文
化
財
講
座
・
指
定
文
化
財
•
旧
町
名
・

表
示
石
柱
・
文
化
財
説
明
板
•
石
巻
市
の
遺
跡
他

▼
第
十

五

号

昭

和

61年
3
月
31
日

真
野
作
原

・
令
那
山
長
谷
j

小
総
合
調
介
報
告
ー
そ
の
2
|

（佐
藤
雄

一）

111代
島
大
泊
民
俗
民
具
調
介
報
告

（鈴
木
束
行
）

文
化
財
め
ぐ
リ

・
指
定
文
化
財
あ
ん
な

い
・
旧
町
名
K
ホ
石

柱

・
文
化
財
標
柱

※
▼
印
は
化
射
が
若
干
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
咆

の
Jj
は
お
巾
し
出
く
だ
さ
い
。
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